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わたしたちは、美しい自然と古い歴史に恵まれたふるさと下関市を愛し

ます。 

わたしたちは、下関市民であることに誇りと責任を持って、互いに心を

寄せあい、新しい理想のまちづくりをめざしてこの憲章をかかげます。 

 

 

わたしたちは     自然の恵みを大切にします。 

 

わたしたちは     燃え立つ心を大切にします。 

 

わたしたちは     伸びゆく力を大切にします。 

 

わたしたちは     先人の訓えを大切にします。 

 

わたしたちは     協働の営みを大切にします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の花「ハマユウ」 

市の花木「ツツジ」 

市の木「クスノキ」 

市の虫「ホタル」 

市の魚「フク」 市の花木「サクラ」 

市の動物「クジラ」 

市の鳥「ペンギン」 



は じ め に 

 

本市では、「まちの誇りと自然の恵みを未来へつなぐ 輝き海峡都市・しもの

せき」を基本理念とし、その実現に向けたまちづくりを推進しております。その

まちづくりの基礎となる教育について、本市教育委員会では「夢への挑戦 生き

抜く力 胸に誇りと志 ～学びが好きな子ども 学びの街・下関～」を教育理念

とし、様々な教育課題に取り組んでいるところです。 

 

夢に挑戦し、夢をかなえるのは、学び続けることで成長した未来の自分です。

社会の変化に合わせて自分を変化させなければ、生き抜くことはできません。変

化し成長するためには「学びが好き」でなくてはなりません。 

 

令和３年度は、ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末環境整備を進め、教

員に対してＩＣＴスキル向上研修会を開催し、推進委員による研修サポートの

中、授業活用に向けた演習を行いました。また、令和２年度と同様に、コロナ下

において持続的に児童生徒等の教育を受ける権利を保障していくため、学校にお

ける感染及びその拡大リスクを可能な限り低減した上で、学校運営が継続できる

よう「学校における新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン」の策定や各学

校における新しい生活様式への取組等を実施いたしました。公民館、博物館等の

社会教育施設につきましても、検温や消毒の徹底等による感染予防対策を行うこ

とで安心して施設を利用していただく体制を保ちました。 

 

令和４年４月には、名池小学校、王江小学校及び名陵中学校が統合され、新た

に名陵学園が開校いたしました。本市初となる小中一貫教育校である名陵学園に

おいて、子供たちが心豊かに健やかに育つよう教育委員会としても力を尽くして

まいります。 

 

このたび刊行いたします本書は、教育委員会の取組を紹介するとともに、委員

会内各課所館で取り組んできた事業の成果を取りまとめた内容となっておりま

す。 

 

皆様方におかれては、本書をご高覧いただき、本市教育行政に対してなお一層

のご理解とご協力を賜わりますようお願い申し上げます。 

 

下関市教育委員会 

教育長 児 玉 典 彦 
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表紙 

「名陵学園開校式」 

 下関市立名陵小学校にて、令和４年４月８

日に本市初となる小中一貫教育校である名

陵学園の開校式が行われました。 

 名陵学園では、教育活動の３本の柱として

「外 国語 教 育」、「 ふる さと 海峡 学」、「 My 

School 活動」に取り組みます。 



◆ 下 関 市 の 教 育 
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１ 下関市の概要 

(1)下関市の概況 

本州の最西端に位置し、日本海・関門海峡・瀬戸内海と三方を海に開かれた下関市は、早くから大陸文

化流入の先進地として開け、各域に多くの遺跡・文化財が残されている。 

 気候は温暖で、緑に富んだ景観は海の青とともに美しく、風水害の少ない住み良い自然環境をもつ都市

である。 

 特に関門海峡は、対岸の門司と「呼べば応える」といわれるほどに狭く、関門橋の架橋下ではわずか 700m

たらずであり、また、この海峡は幾度も歴史上の舞台となった。 

 本市は、明治 22 年全国で初めて市制が施かれた 31 市の中の一つ赤間関市として誕生した。やがて山陽

本線の開通、関門連絡船や関釜連絡船の就航等によって、九州はもとより大陸への門戸として再び活況を

呈した。昭和 20 年、戦災によっていったんは市街が焼土と化したが、まもなく復旧を遂げ関門国道トンネ

ルや中国縦貫自動車道・関門橋の開通、関釜フェリー航路の開設や山陽新幹線の乗入れなどと、交通体系

も大規模な整備がなされた。 

平成 17 年 2 月には、豊浦郡４町（菊川町、豊田町、豊浦町、豊北町）との合併により新しい下関市が誕

生し、平成 17 年 10 月には中核市へ移行した。 

 現在、下関市は、関門海峡や響灘をはじめとする豊かな自然や歴史、地場産業に蓄積された高度な技術

などを活用し、中核市にふさわしい「まちの誇りと自然の恵みを未来へつなぐ輝き海峡都市」を目指して

躍進している。 

 

 【面 積】 716.18ｋ㎡  （令和 4 年 4 月 1日現在） 

 【人 口】 249,141 人  （令和 4年 5月 1 日現在） 

 【世 帯】 114,893 世帯 （令和 4年 5月 1 日現在） 

 

 

 

(2)人口・世帯数の推移 

 

◆ 下関市の教育 
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２ 教育委員会 

（1）教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （令和 4 年 5月 1 日現在） 

役 職 名 氏   名 職 業 任   期 

教 育 長 児 玉 典 彦 公 務 員 
自  令和 3 年 4 月 15 日 

至  令和 6 年 4 月 14 日 

教 育 長 

職務代理者 
小 田 耕 一 農  業 

自  令和 3 年 4 月 20 日 

至 令和 7 年 4 月 19 日 

委 員 藤 井 悦 子 
歯科医院 

事 務 長 

自 平成 31 年 4 月 20 日

至  令和 5 年 4 月 19 日 

委 員 吉 村 邦 彦 会社役員 
自 令和 4 年 4 月 20 日   

至 令和 8 年 4 月 19 日 

 委 員 佐 々 木  猛 
保険代理店 

代 表 者 

  自 令和 2 年 4 月 20 日 

至 令和 6 年 4 月 19 日 

 

 

 

 
委 員 

藤 井 悦 子 
 

 

 
教 育 長 

児 玉 典 彦 

 

 
委 員 

吉 村 邦 彦 
 

 
委 員 

佐 々 木  猛 

 

教育長職務代理者 

小 田 耕 一 
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(2)教育委員会議決事項等（令和３年度） 

 

開催日 会議区分 議 案 件 名 

R3.4.20 定例会 
下関市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 

令和３年度教育予算の補正（５月）について 

R3.5.26 定例会 

下関市教育委員会事務分掌規則の一部を改正する規則 

令和３年度教育予算の補正（６月）について 

令和３年度下関市教育支援委員会委員の委嘱について 

令和４年度使用下関商業高等学校教科用図書の採択について 

下関市公民館運営審議会委員の解嘱及び委嘱について 

下関市社会教育委員の委嘱について 

下関市文化財保護審議会委員の委嘱について 

下関市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例 

下関市立図書館運営協議会委員の解嘱及び委嘱について 

下関市立歴史博物館協議会委員の解嘱及び委嘱について 

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム運営協議会委員の委嘱について 

下関市菊川ふれあい会館運営審議会委員の解嘱及び委嘱について 

R3.6.21 定例会 

下関市職員の勤務時間等の特例に関する規則の一部を改正する規則 

令和３年度下関市いじめ重大事態調査委員会委員の委嘱について 

下関市指定管理候補者選定委員会（重要文化財旧下関英国領事館）委員の委

嘱及び任命について 

R3.6.30 臨時会 
下関市教育委員会事務分掌規則の一部を改正する規則 

教育委員会及び教育機関の職員の任免について 

R3.7.28 定例会 

教育功労者表彰（篤行表彰）について 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に関する点検評価報

告書について 

令和４年度使用下関市立中学校教科用図書の採択について 

下関市立考古博物館協議会委員の委嘱について 

財産の取得について 

下関市菊川ふれあい会館運営審議会委員の委嘱について 

豊田ホタルの里ミュージアム運営協議会委員の委嘱について 

豊浦四町公民館運営審議会委員の委嘱について 

R3.8.25 定例会 

教育功労者表彰（篤行表彰）について 

下関市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則 

令和４年度使用下関市立小・中学校一般図書の採択について 

令和４年度使用下関商業高等学校教科用図書の採択について 

工事請負契約の締結について（菊川中学校体育館新築建築主体工事） 

製造請負契約締結について（下関市学校給食調理等業務委託） 

下関市立美術館協議会委員の解嘱及び委嘱について 

R3.9.28 定例会 

教育功労者表彰について 

下関市立歴史博物館協議会委員の解嘱及び委嘱について 

下関市指定管理者（下関市串学習等供用会館）の指定について 
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開催日 会議区分 議 案 件 名 

R3.10.27 定例会 
重要文化財旧下関英国領事館指定管理者の指定について 

下関市立美術館協議会委員の解嘱及び委嘱について 

R3.11.25 定例会 

令和３年度教育予算の補正（１２月）について 

下関市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 

下関市学校職員服務規程の一部を改正する訓令 

R3.12.24 定例会 

令和４年度下関市立幼稚園人異動方針について 

令和３年度下関市立学校教材審査委員会委員の委嘱について 

下関市立高等学校授業料等徴収条例の一部を改正する条例 

令和４年度使用下関市立小・中学校一般図書の採択について 

R4.1.26 定例会 

下関市立学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

下関市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則 

下関市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則 

下関市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

下関市学校寄宿舎設置条例を廃止する条例 

下関市立歴史博物館協議会委員の解嘱及び委嘱について 

R4.2.25 定例会 

令和４年度教育予算について 

令和３年度教育予算の補正（３月）について 

下関市職員の勤務時間等の特例に関する規則の一部を改正する規則 

財産の取得について 

下関市立高等学校管理規則の一部を改正する規則 

下関市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

下関市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 

R4.3.4 臨時会 

令和４年度小・中学校教職員の人事異動について 

令和４年度幼稚園教員の人事異動について 

令和４年度教育技能士・校務技士・学校給食調理員の人事異動について 

R4.3.25 定例会 

下関市教育委員会事務分掌規則の一部を改正する規則 

教育委員会及び教育機関の職員の任免について 

下関市学校寄宿舎管理規則を廃止する帰国 

下関市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 
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３ 下関市教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４　令和３年度教育施策の実施状況

○

○
○

○

○

○
○

○

・

基本目標Ⅰ　子どもたち一人ひとりの生き抜く力を育てます

基本方針

主要施策

主な取組

①学習指導の充実

１　確かな学力の育成

　➊基礎・基本の定着と学力の向上

主な内容

教員の授業力向上を目指し下関市学力向上プランを作成し、各学校における活用
について、年間2回の検証・改善のサイクルを確立

③学力向上プランの活用

（教育研修課）

②学力調査の活用

（教育研修課）

○

新型コロナウイルス感染症の影響等を考慮し、全国学力・学習状況調査について
は実施日程を遅らせて5月27日に実施した。山口県確認問題（4月）と山口県学力
定着状況確認問題（10月）は例年どおりの時期に実施した。

各学校における授業改善を推進し、授業力を向上させるため、「下関スタンダー
ド～授業を振り返る～」を配布、効果的な活用方法などの研修会を開催
指導主事による計画的な学校訪問、研修支援訪問の実施
若手育成1000日プラン（たんぽぽ作戦）の実施による、定期的な助言指導

【補足】
・新学習指導要領全面実施に向けて「下関スタンダード（授業を振り返る）」：市内の
学力向上推進リーダー、推進教員、英語教育推進教員を中心に作成したリーフレット。
①これまでの指導観を見直し、新しい視点を意識する、②市内の児童生徒の実態から最
低限身に付ける力を再確認する、③「学びが好きな子ども」の育成の視点から「下関市
らしさ」の視点を共通理解する、という3つの目的を踏まえて完成

【補足】
・下関市学力向上プラン5つの柱：①学習指導の充実、②校内研修の活性化、③「学び続
ける教職員」に向けた取組の推進、④校種間連携の推進、⑤地域・家庭との連携

③情報教育の推進 ○

○

○

「教科指導におけるＩＣＴの活用推進」及び「校務の情報化の推進」等を図るた
め、ＩＣＴ推進委員会を開催
１人１台端末環境の整備に伴い、教職員のＩＣＴ活用スキル向上を図るため、Ｉ
ＣＴ推進委員を講師とした研修会を実施
ＩＣＴ機器を活用した授業の推進に向け、外部業者に委託したＩＣＴ支援研修員
の派遣やヘルプデスクの設置

【補足】
・令和3年度複式学級を有する学校（10校）
　関西小学校、吉母小学校、蓋井小学校、吉田小学校、内日小学校、楢崎小学校、
　豊田下小学校、室津小学校、小串小学校、宇賀小学校

（教育研修課）

○

○

（教育研修課）

（教育研修課）

学びの習慣化に向けて指導の工夫・改善を図るため、各校における「家庭学習の
手引き」の作成とその活用の奨励
中学校区での小中連携の9年間の学びを意識した「家庭学習の手引き」を作成

④家庭学習の充実

【補足】
・令和3年度県教育委員会指定事業「授業力向上実践研究」
　勝山中学校

（教育研修課）

②へき地・複式教育の充
実

へき地及び複式学級を有する学校（11校）の学校運営や学習指導等についての改
善を図るため、指定校研究協議会を開催し、公開授業及び部会ごとの研究協議、
研究の取組紹介を実施
令和3年度は、宇賀小学校が県と市の研究大会を兼ねて実施

①小中連携の促進 コミュニティ・スクールの取組がより一層進み、小・中学校の共通課題に応じ各
中学校区での協議会設置や合同の研修会、熟議を開催
小・中学校間における「乗り入れ授業」や「出前授業」を実施
県教育委員会の小中連携に関わる指定事業を受け、授業力向上の面での連携と研
修会等による情報の共有化

主要施策

主な取組 主な内容

　➋時代の進展に対応した教育の推進
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○

○

○

○

○

○

【補足】
・令和2年度ICT活用推進研修会〔59人参加〕（隔年実施、次回令和4年7月実施）
　日　　時　　令和2年11月20日(金)
　会  　場  　菊川ふれあい会館
　研修内容  　講義『教育の情報化に向けて～プログラミング教育の円滑
              な実施のために～』
・令和3年度の主な環境整備
　タブレット端末年次更新作業（卒業児童生徒分）
　各種デジタル教材等

（教育研修課／学校支援課）

①心身の成長過程に応じ
たキャリア教育の推進

「フォローアップ（2年次）研修」及び「中堅教諭等資質向上研修」において、令
和2年度から実施となった「キャリア・パスポートの活用」をテーマに講義を開催
受講者は、採用2年目の若手教員や学校の中核を担う年代の教員であり、学校の
キャリア教育の充実に寄与するために、「キャリア・パスポート」の意義の理解
や知識等を修得
「キャリア・パスポート」についての準備・各校への周知を行い、全ての学校で
の実施を確認

主な取組 主な内容

①ビジネス教育の推進 ビジネスに関する専門的な知識・技術の習得、保護者・地域との連携、学校行
事・部活動の活性化
公認会計士試験や税理士試験、日本商工会議所簿記検定1級、全国経理教育協会主
催簿記能力検定上級試験合格又はこれに準ずる専門知識の習得を目的とした学習
の推進

【補足】
特色ある授業等
・下商チャレンジショップ

生徒が実際に模擬株式会社を設立し、事業発案から配当までの商品仕入れ、販売、収
支等を体験することで株式や会社等の制度・仕組を学習
・高大連携授業（スーパー・アカウンティング・ハイスクール）

日商簿記を始め難易度の高い検定等に合格を目指す生徒に対し、これに対応できる学
習支援環境を提供

（教育研修課）

○

○
○

（下関商業高等学校）

主要施策 　➌キャリア教育の推進

主な取組 主な内容

【補足】
・「キャリア・パスポート」：児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に
関わる諸活動について、特別活動の学級活動及びホームルーム活動を中心とし、各教科
等と自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や
成長を自己評価できるよう工夫されたもの

（教育研修課）

主要施策 　❹ビジネス教育の推進

外国語指導助手（以下「ＡＬＴ」という。）を下関商業高等学校及び小・中学校
に派遣
小学校教諭を対象としたＡＬＴとのイングリッシュ・チャットルームの開催
英語に堪能な外国語指導支援員（以下「Ｅサポ」という。）を16人配置し、小学
校5・6年生の外国語科へのサポート体制を整備

④外国語教育の充実

②情報処理教育の充実 校内コンピュータシステムを利用できるように、パソコン等電算機器及び校内
ネットワークを導入し、１人１台タブレット端末を調達

（下関商業高等学校）

【補足】
令和2年度コンピュータ環境整備状況
　総合実践室　　　　　　　　　　パソコン　　34台
　ビジュアルデザイン室　　　　　パソコン　　34台
　マルチメディア室　　　　　　　パソコン　　34台
　ビジネスアプリケーション室　  パソコン　　34台など
令和2年度１人１台タブレット端末等調達状況
　タブレット端末　…　生徒学習用  491台　　指導者用　52台
　大型提示装置　…　16台
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○

○
○

○

○

○

○

【補足】
・令和3年度道徳教育パワーアップ研究協議会【道徳教育推進教師対象】R3.7.28実施
・道徳授業セミナー（下関地区）　川中小学校でR3.11.16午後日程開催
（公開授業、全体発表、ワークショップ、講演）　参加者90人

（教育研修課）

主要施策 　➊思いやりのある豊かな心を育む教育の推進

主な取組 主な内容

①道徳教育の充実 各小・中学校における、学校の道徳教育の目標や重点内容項目の明確化、「考
え、議論する道徳」の授業づくり
道徳教育推進教師の役割や特色ある道徳教育の実践事例・取組の啓発
「子供にとっても教師にとっても楽しみになる～下関市版～『考え、議論する道
徳』の授業づくり」の作成
県教育委員会から「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト（令和2・3
年度指定:川中小学校、令和3・4年度指定：長府中学校）の指定を受けるととも
に、道徳教育研修会を開催

基本方針 ２　豊かな心の育成

②人権教育の充実 各学校における人権教育の現状及び課題を調査・把握するとともに、改善に向け
た指導を実施
「山口県人権推進指針」、「山口県人権教育推進資料」、県教育委員会作成の
「学習展開例」を活用
全ての義務研修において人権教育に関する研修講座を実施

（教育研修課）

【補足】
・令和3年度人権教育研修会　午後日程　講義　受講者数49人
・小学校人権教育部研修会（第1回～第2回）中止
・中学校人権教育部研修会（第1回～第2回）中止
・小・中学校等管理職人権教育研究協議会　動画視聴
・小・中学校等人権教育担当教員等研究協議会　オンラインによる研修

【補足】
・「ＡＦＰＹ」：他者と関わり合う活動を通して個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための
考え方と行動の在り方を学び合う山口県独自の体験学習法

③いのちの教育の充実 ○「下関市いのちの日」における「命の尊厳」について考える取組の充実として、
外部講師を招いた講演会を実施するなど、保護者、地域関係機関と連携した取組
の推進

【補足】
令和3年度「下関市いのちの日」取組実施校
　認定こども園・幼稚園17園　小学校43校　中学校22校　高等学校1校

（教育研修課）

（教育研修課）

④特別活動の充実 9年間を通した自然体験活動やボランティア活動等、体験活動の充実やＡＦＰＹ
等、人間関係づくりのプログラムを計画的に実施

○

【補足】
姉妹校
  鹿児島商業高等学校（昭和36年より姉妹校。令和元年度：66回目の相互訪問）
  韓国　開成高等学校（昭和61年より姉妹校。令和元年度：34回目の相互訪問）
  トルコ共和国　カバタシュ高等学校（平成29年より姉妹校。相互訪問なし）
　（下関商業高等学校）

⑤読書活動の充実 ○

○
○

朝読書や図書ボランティア等による読み聞かせなど、家庭や地域と連携しながら
継続した読書活動を実施
学校司書10人を拠点校10校、兼務校22校、合計32校に配置
学校司書の資質向上を図るため、研修会を年間5回実施。ニーズに応じたブロック
別研修会を年間延べ18回実施（教育研修課）

⑥姉妹校交流 ○

○

吹奏楽部と生徒会が鹿児島商業高等学校を訪問する予定であったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、Zoomによる交歓会を実施
韓国の開成高等学校から訪問を受ける予定であったが、新型コロナウイルス感染
症対策で中止
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◆下関市の教育

○
○

○

○

○

【補足】
・街頭補導回数 　 235回　　・街頭補導従事者数　　441人
・合同補導回数　   26回　　・合同補導従事者数　　269人
・校区補導回数  1,138回　　・校区補導従事者数  5,134人
・補導件数　    2,508件　　・ヤングテレホン 相談件数 708件

（生涯学習課）

主要施策 　➌つながりを基盤とした青少年健全育成の推進

主な取組 主な内容

【補足】
下関歴史マップ
　扱う時代や地域が偏ることなく、調べ学習の意欲を引き出すものとして作
  成（内容については、歴史博物館学芸員、文化財保護課主任と相談）
　表面：高杉晋作の業績やゆかりのある場所を紹介
　裏面：古墳や遺跡、神社・仏閣、西洋建築物など歴史の舞台を紹介

主要施策 　➋ふるさと学習の推進

主な取組 主な内容

①生徒指導推進体制の充
実

いじめ、暴力行為等の生徒指導上の諸問題の未然防止、早期発見・対応の充実
登下校時を含む児童生徒の安全確保、学校教育に対する保護者からの指摘等に対
して、生徒指導推進室等が積極的に学校を訪問し、指導・支援の充実

①ふるさと学習に対する
支援

（教育研修課）

○
○

下関歴史マップ（2,350部）を作成し、小学校6年生児童全員に配付
夏季休業中の自由課題として「大すき ふるさと下関 歴史マップ」の作品募集
を行い、35校1203点の応募あり。入賞作品は、ゆめシティなど5会場において展示

【補足】
・指導主事や教育支援教室専門指導員、ガイダンスアドバイザーによる学校訪問
　　令和 3年度　延べ3,344校（問題行動・事故対応等含む。）
    令和 2年度　延べ3,200校（問題行動・事故対応等含む。）
　　令和元年度　延べ3,444校（問題行動・事故対応等含む。）
・いじめ認知件数
    令和 3年度　906件（小学校651件、中学校255件）
    令和 2年度　858件（小学校609件、中学校249件）
　　令和元年度　540件（小学校331件、中学校209件）
・暴力行為発生件数
    令和 3年度　 57件（小学校22件、中学校35件）
　　令和 2年度　 58件（小学校22件、中学校36件）
　　令和元年度　 50件（小学校14件、中学校36件）

（学校教育課）

②青少年補導センターに
おける補導、相談の実施

青少年補導センターにおける補導、相談の実施

主要施策 　➍不登校児童生徒の適応指導の充実

主な取組 主な内容

①不登校児童生徒への個
別支援の実施

教育支援教室「かんせい」※における体験活動や学習支援、フリースクールとの連
携による個に応じた学びの場の提供、「教育相談室」における相談活動等を実施
※　教育支援教室「かんせい」に、令和3年2学期から教育支援教室「あきね」を追加

学校だけでは対応が困難なケースは「カウンセリングアドバイザー」や「スクー
ルソーシャルワーカー」を派遣
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○

○

○

○

○

【補足】
・「カウンセリングアドバイザー」:緊急に市教育委員会から派遣する公認心理士
・「スクールソーシャルワーカー」:不登校や児童虐待等で家庭環境・生活環境を要因として学校
の対応だけでは改善が困難な事案に対して学校に派遣される社会福祉士や精神保健福祉士等の専門
家

・不登校児童生徒数
　　令和 3年度　小学生：218人　中学生：384人
　　令和 2年度　小学生：188人　中学生：312人
    令和元年度　小学生：131人　中学生：293人
　
・教育支援教室「かんせい」※通級者数、訪問支援者数
　　令和 3年度　小学生：12人　中学生：66人　訪問支援：小学生0人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 中学生3人
　　令和 2年度　小学生： 4人　中学生：52人　訪問支援：小学生0人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 中学生2人
　　令和元年度　小学生： 6人　中学生：62人　訪問支援：小学生1人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 中学生0人
　
　　　（令和3年度　文洋中学校分教室　通級生13人）

（学校教育課）

②ふれあいＤＡＹキャン
プの実施

夏季休業中に、自然体験・社会体験を通して集団や社会に適応する力を養うため
に「ふれあいＤＡＹキャンプ」を実施

【補足】
・令和 3年8月 6 日（金）「深坂自然の森」にて実施　参加者数：61人
・令和 2年8月 7 日（金）「深坂自然の森」にて実施　参加者数：48人
・令和元年8月 8 日（木）「深坂自然の森」にて実施　参加者数：65人

（学校教育課）

主要施策 　➋健康教育の推進

基本方針 ３　健やかな体の育成

③選手派遣の支援 ○小・中学校体育連盟への補助事業を通して選手派遣を支援することで、保護者の
負担を軽減。多くの選手が、より多くの大会に参加しやすい環境づくり

主要施策 　➊体力の向上

主な取組 主な内容

（教育研修課）

【補足】

・R3は、小学校5年生、中学校2年生が対象（感染症対策のため、規模を縮小して実施）
・R2は、新型コロナウイルス感染症のまん延防止に伴う休業措置のため未実施

（教育研修課）

②スポーツ大会の運営・
支援

小・中学校体育連盟主催の事業に対して支援を行い、児童生徒の体力・競技力の
向上を推進

【補足】
・小学校体育連盟補助金　  　　　-千円
・中学校体育連盟補助金　  　6,457千円

（教育研修課）

①体力向上プログラムの
充実

体力向上プログラムを作成し、体育科及び保健体育科の授業について改善を図
る。
「柔軟性及び投力の向上に向けた取組」、「1校1取組」など、児童生徒や学校の
実態に応じた継続的な取組を実施

主な取組 主な内容

①健康教育に関する研修
会・調査研究の実施

各学校の健康教育の中核を担う、保健体育科担当教諭及び栄養教諭等を対象とし
た研修会を開催

男 女 男 女 男 女

小学校 － － 51.6点 53.9点 － －

中学校 － － 40.5点 48.4点 － －

令和２年度 令和３年度 比較増減
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◆下関市の教育

○

○

○
○

【補足】
・保健体育科担当教諭対象に、小学校1回、中学校1回の研修会を実施
・栄養教諭、学校栄養職員、各学校食育担当教諭対象の授業研修会を実施
※食育研修会　7月12日実施、62人参加

（教育研修課）

（学校保健給食課）

②望ましい生活習慣形成
の啓発

「早寝、早起き、朝ごはん」など、望ましい生活習慣を形成するために、各校で
の生活アンケートの活用など、校長会や校内研修会等において指導助言を実施

【補足】
令和元年度、2年度、3年度 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙結果より（いず
れも「している・どちらかといえばしている」児童生徒の割合）

（教育研修課）

①地場産給食の推進 地場産食材を使用した学校給食を通じて、地元の農林水産物への理解や郷土愛の
醸成を推進

④学校給食の充実 ○

○

○

時節に応じた食材や献立を採り入れた行事食を毎月実施し、給食を通じて季節感
の醸成や食文化の普及に努め、食育を推進
平成25年度から全国各地の郷土料理を紹介する取組を開始し、令和3年度は愛知県
の郷土料理を給食献立として実施
食物アレルギーを有する児童生徒の保護者に対して、要望に基づき、学校給食に
おける取組として、使用食材が詳細にわかる献立表を事前配布

主要施策 　➌食育の推進

主な取組 主な内容

③食に関する指導の充実 ○

○
○

（教育研修課）

市内全小・中学校において、栄養教諭、学校栄養職員による児童生徒の食生活の
実態に沿った食に関する授業実践や指導を実施
栄養教諭や学校栄養職員の資質向上、授業力向上につながる研修を実施
食に関する指導研修会（栄養教諭配置校訪問）では、授業研究や参加者のグルー
プ協議などを通して、学校の実態に応じた食育推進の取組を支援

【補足】
・食に関する指導研修会はR3は対象者不在のため未実施。
・食育研修会は、7月12日実施、62人参加。
・R3の栄養教諭、学校栄養職員の巡回訪問　150回

【補足】
・地場産食材の地域品目別使用割合

・地場産食材を使用した給食のほか、ふく給食、くじら給食を実施（学校保健給食課）

②食育推進ボランティア
の活用

小・中学校へ食育推進ボランティアを派遣し、食育教室を実施
市内の生産者等に対して、食育推進ボランティアへの参加協力を依頼

【補足】

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度

県内産品 58% 45% 67% 65% 61%

市内産品 24% 23% 31% 32% 28%

令和3年度 令和2年度 令和元年度

655人 347人 297人

7人 4人 5人

食育教室参加者数（延べ）

食育推進ボランティア（延べ）
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○

○

○

○④特別支援学級や通級指
導教室の充実

小・中学校の特別支援学級や通級指導教室における教育活動に必要な教材や備品
などを整備

【補足】
　事業費実績

（学校支援課）

【補足】
　詳細献立表配布人数（全児童生徒数に対する割合）

（学校保健給食課）

主な取組 主な内容

基本方針 ４　子どもたちの状況に応じたきめ細かな教育の推進

主要施策 　➊特別支援教育の推進

【補足】
　特別支援教育就学奨励費

（学校教育課）

【補足】
・下関市教育支援委員会開催回数と審議した幼児児童生徒数
    令和 3年度　開催回数　4回　　審議した幼児児童生徒数　244人
    令和 2年度　開催回数　4回　　審議した幼児児童生徒数　263人
　　令和元年度　開催回数　4回　　審議した幼児児童生徒数　236人
　（学校教育課）

②小・中学校への特別支
援教育支援員の配置

特別な支援を必要とする子どもが就学する小・中学校において、生活や学習上の
困難を改善・克服するため、適切な支援・介助を行う特別支援教育支援員を配
置。学校との情報共有を密に行いながら児童生徒の状況把握に努め、支援の必要
性の高い学校へ順次、追加配置を行う等、きめ細かな支援体制を構築

【補足】
・特別支援学級数、児童生徒数推移

・特別支援教育支援員数
　　令和 3年度　143人
    令和 2年度　143人（特別支援教育支援員に名称変更）
　　令和元年度　120人（Ⅱ種のみ）
・特別支援教育支援員の業務概要
　　学習指導の補助、生活指導の補助、日常生活における介助業務等

（学校教育課）

①下関市教育支援委員会
の開催

障害のある子どもの状況を正しく理解し、一人ひとりの可能性が最大限に伸長さ
れる適切な就学先や必要な教育支援について審議するため、下関市教育支援委員
会を開催
教育支援委員会前に実施する就学相談会を含め、児童生徒及び保護者への丁寧な
聞き取りや、一人ひとりの状況に即した審議を実施

③特別支援学級就学に対
する助成

○児童生徒の特別支援学級への就学について、就学に関しての特別な事情を配慮
し、保護者の経済的負担を軽減

学級数 人数 学級数 人数 学級数 人数

小学校特別支援 115 494 113 480 114 463

中学校特別支援 54 228 51 199 48 170

計 169 722 164 679 162 633

令和３年度 令和２年度 令和元年度

小学校 512人 10,580千円 小学校 482人 7,345千円

中学校 149人 4,504千円 中学校 122人 2,666千円

令和３年度 令和２年度

対象者数・事業費 対象者数・事業費

事業名 令和3年度 令和2年度 令和元年度

小学校特別支援学級設備整備 5,551千円 6,773千円 6,354千円

中学校特別支援学級設備整備 2,850千円 2,792千円 2,595千円

計 8,401千円 9,565千円 8,949千円

校種 令和3年度 令和2年度 令和元年度

小学校 243人（2.1%） 194人（1.6%） 212人（1.7%）

中学校 82人（1.4%） 70人(1.2%） 71人（1.2%）
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◆下関市の教育

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

基本目標Ⅱ　学校の教育力を高めます

基本方針

主要施策

主な取組

①評価を生かした組織的
な取組

１　学校の組織力の向上

　➊組織力を高める取組

主な内容

各小・中学校において、学校評価、教職員評価、授業評価及び各調査結果を基に
学校の状況を明らかにし、学校全体で課題を共有するとともに、学校運営協議会
委員等、学校関係者からの意見・要望等を取り入れ、実効性のある重点目標を設
定
学校通信やＷｅｂページ、保護者会等を通して学校評価の結果を公表し、学校の
課題を家庭、地域と共有した上で、保護者や地域の意見を反映させながら協働
的・組織的な取組を推進

（学校教育課／教育研修課）

主な取組 主な内容

①教職員の適切な人事管
理

教職員一人ひとりがそれぞれのモチベーションやキャリアステージに応じた資質
能力の向上を図り、専門性を発揮しながら、特色ある学校づくり、確かな学力の
育成や体力の向上、生徒指導の充実、キャリア教育の推進等の諸課題に組織的か
つ適切に対応できるよう、全市的な視野に立った人事配置を実施

主要施策 　➋教職員の適切な配置

（学校教育課）

②非常勤講師等の活用 県教育委員会と連携し、学校の実情に応じた、よりきめ細かな指導が行えるよう
非常勤講師を配置

【補足】
　　　　　　　　　　　　　　　　 令和３年度　令和2年度　 令和元年度
・小学校
　　学力向上等支援員　　　　　 　　   4人      　4人 　　　  8人
　　一般非常勤（複式解消）　　 　　　 9人 　  　10人　　  　 9人
　　一般非常勤（特別支援教育）　 　　 3人　  　　2人　　　   4人
・中学校
　　一般非常勤（許可免解消）　 　　 　8人　　 　11人　　　　11人
　　一般非常勤（特別支援教育）　 　   0人　　　　0人　　 　　0人

（学校教育課）

主要施策 　➌校種間の連携の推進

主な取組 主な内容

【補足】
・幼児教育長期研修生配置校（過去3年）
　　　令和 3年度　 豊東小学校→豊東幼稚園
　　　令和 2年度　 豊北小学校→豊北こども園
　　　令和元年度   清末小学校→清末幼稚園（教育研修課）

②小中一貫教育の推進 平成27年度に「下関市新しい学校づくり推進委員会小中一貫教育部会」を立ち上
げ、本市の実情に合った小中一貫教育を研究
平成28年度から2年ごとに「小中一貫教育研究推進校」を指定し、よりよい小中一
貫教育の在り方を研究
平成28年度から小中連携・一貫教育に関する中核市研修を実施

①なめらかな接続のため
の体制づくり

こ幼保小連携を図るための研修会を開催し、幼児教育長期研修生による報告や校
種を越えた意見交流を行い、同じ中学校区の小学校と各園が、取組についての情
報交換や連携の在り方について再確認する場を提供
小中連携の取組として、小・中学校の共通課題に応じた協議会の設置や合同研修
会の開催などにより、小・中学校教職員の相互理解が増し、互いに協力して児童
生徒を育てる意識を醸成
中高連携を図るため、下関地域中高連携教育推進協議会を年3回開催

‐13‐



○

○

○

○

○

【補足】
・小中一貫教育研究推進校
    令和4・5年度　内日中学校区
　　令和2・3年度　豊北中学校区
　　平成30・令和元年度　長成中学校区
　　平成28・29年度　名陵中学校区
・小中一貫教育研究推進校（豊北中学校区）の取組
　　①子育て支援資料「笑顔と学び　未来を語る豊北の子」の作成
　　②小学生が中学校で体験授業
　　③月１回の「地域の日」を設定
　　④豊北中校区合同学校運営協議会の開催

（教育研修課）

主な取組 主な内容

①教職員の経験に応じた
研修の実施

基本方針 ２　教職員の資質能力の向上

主要施策 　➊指導力を高める研修の実施

「山口県教員育成指標」に基づいて、教職員一人ひとりの資質向上を図るため、
「基本研修」・「専門研修」・「希望研修」等、5つの研修体系・研修計画を整
え、研修と育成指標の対応関係を意識した「育成指標対応表」を作成
教職員のキャリアステージに対応するため、初任者、2年次、3年次、6年次及び中
堅教諭を対象に、職務に関する専門的知識と実践上の課題について、それぞれの
経験に応じた研修を実施

【補足】
・初任者（7回）、2年次(2回)・3年次（1回）、6年次（2回）、
　中堅教諭（4回）
（新型コロナウイルス感染症の拡大等により、オンラインで実施した研修を含
む。）

主な内容

①教育センターの運営 教育センター研修室等全体の令和3年度の稼働率は約69.59％、利用延べ人数は
26,980人。各種研修・会議等を実施しており、教職員の研修拠点として有効に活
用

（教育研修課）

（教育研修課）

②教職員の専門性を高め
る研修の実施

（教育研修課）

教職員の資質向上を図り、より質の高い教育を提供するため、認定こども園、幼
稚園・小・中・高等学校教職員に対して、中核市として市独自に教職員研修講座
を全52講座開催（新型コロナウイルス感染症対策のため、規模を縮小、中止した
研修を含む。）
研修内容を整理し、新学習指導要領実践研修会等、教職員のニーズや学校におけ
る様々な教育問題に対応した研修会を実施

【補足】
・教職員研修
　　基本研修…悉皆研修（5講座）、専門研修（16講座）
　　希望研修…23講座
　　派遣研修（2講座）支援研修（5講座）
（新型コロナウイルス感染症の拡大等により、オンラインで実施した研修を含
む。）

③指導主事の派遣による
校内研修等への支援体制
の充実

○

○

○

全ての認定こども園・幼稚園、小・中学校に、年1回研修支援訪問を行うととも
に、各園・学校からの要請に応じて、その都度校内研修等に指導主事等を派遣し
た。
担当園・学校や専門分野を決めて日常的に指導主事等が園・学校訪問を行うこと
により、学力向上や生徒指導、特別支援教育、新学習指導要領に関する情報提
供、ICT機器の活用等、園・学校の課題に応じたきめ細かな支援を推進
県教育委員会の園・学校訪問にも同行し、県市が協力して、児童生徒の学力向
上、学校の研修の充実、教員の授業力向上に向けての支援を実施

主要施策 　➋教育センターの運営

主な取組
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◆下関市の教育

○

○

 
○

○

○

○

主要施策 　➊市立学校の適正規模・適正配置の推進

主な取組 主な内容

①市立小・中学校の適正
規模・適正配置の推進

第3期下関市立学校適正規模・適正配置基本計画（計画期間：令和2年度～令和6年
度）に基づき学校統合に向けた合意形成を進めるため、「学校統合に関する意見
交換会」を12回開催
本計画に示す適正化モデルのうち、名陵中学校区の名池小学校、王江小学校及び
名陵中学校が令和4年3月末に閉校し、令和4年4月に本市初の小中一貫教育校名陵
学園が開校した。
内日地区（内日小学校、内日中学校）において、適正化モデルの施設一体型小中
一貫教育校の導入について保護者、地域の理解が深められた。

基本方針 ３　教育環境の整備

【補足】
（教育センター施設概要）
・下関市幡生新町1番1号（幡生操車場跡地）
・敷地面積　7,997.52㎡
・建築面積　1,104.24㎡
・延床面積　2,916.63㎡
・構造　鉄筋コンクリート構造　3階＋ペントハウス階1階
・主要機能　教職員研修、教育相談、教育委員会事務局

【主な研修会・会議等】
　市内公立園長会、小・中校長会、小・中教頭会、下関市教育研究会各教科
　・領域部会、県教育委員会主催各種研修会、下関市主催各種研修会、教員
　自主研修会等

（教育研修課）

【補足】
「第3期下関市立学校適正規模・適正配置基本計画（令和2年11月策定）」
少子化に伴い、市立小中学校の小規模化が進行する中、将来にわたって義務教育の教育
水準の維持・向上を図り、子どもたち一人ひとりの「生き抜く力」を育てることができ
る、よりよい教育環境を実現することを目的として策定された計画

（教育政策課）

主な取組 主な内容

①私学に対する助成 私立学校等の特色ある教育事業を促進し、本市の学校教育の発展を図るため、私
立中学校、私立高等学校及び私立専修学校に対し、事業の実施等に係る経費の一
部を助成

主要施策 　➋私学教育の振興

【補足】
　私学助成実績

（学校教育課／教育政策課）

主な取組 主な内容

①学校給食施設の衛生管
理

子どもたちに安全・安心で栄養に配慮した学校給食を提供するために、学校給食
従事者の研修や衛生機器の更新を図り、衛生管理の徹底を推進

主要施策 　➌学校給食施設の管理運営

（学校保健給食課）

②給食施設の管理運営 子どもたちに安全・安心で栄養に配慮した学校給食を提供するために、厨房機器
の更新を行うとともに、給食施設の維持管理や食材調達の円滑化を推進

（学校保健給食課）

対象別 令和３年度 令和２年度 令和元年度

私立中・高 5,408千円 5,678千円 5,034千円

私立専修学校 500千円 600千円 500千円
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○

○

主な取組 主な内容

①学校施設の耐震化 「下関市立小・中学校耐震化計画」に基づき、安心・安全な学校づくりに向け
て、計画的かつ効率的に学校施設の耐震化を進める。

主要施策 　➍安全な施設、教材教具等の整備

【補足】
　事業費実績

    ※令和3年度　うち体育館照明ＬＥＤ化事業　35,320千円
　　　　　　　   うちトイレ快適化事業　　　　     0千円（継続費）

（学校支援課）

【補足】
　耐震化状況（令和4年4月1日現在）

  事業費実績　※工事は継続費

（学校支援課）

老朽化により劣化の進行した学校施設の構造体（柱、梁、壁、床等）の耐久性と
建物の安全性を向上させながら、内外装を改修し、機能や性能を現在の学校が求
められる水準まで引き上げる。

（学校支援課）

【補足】
　事業費実績

②学校施設の長寿命化 ○

小・中学校の約９割が建築後３０年を経過し老朽化が進む中、安全で安心な教育
環境を維持するため学校施設の修繕、改修工事等を実施する。

③学校施設の整備 ○

【補足】
　事業費実績

（学校支援課）

④教材教具の整備 ○小・中学校における教材教具を整備

【補足】
　事業費実績

（学校支援課）

⑤学校図書の充実 ○小・中学校の図書室における学校図書を整備

主要施策 　➎就学に対する支援

主な取組 主な内容

①奨学金の貸付 有用な人材育成のため、向学心があるにもかかわらず、経済的理由により修学が
困難な者に対し、学資を貸し付け、支援を実施

昭和56年 うち耐震
以前建設 性のある
の棟数 棟数

小学校 42校 190棟 124棟 91.1% 110棟 92.6%
中学校 22校 117棟 58棟 100.0% 53棟 95.7%

計 64校 307棟 182棟 94.0% 163棟 93.8%

学校数 全棟数
耐震診断
実施率

耐震化率

内訳 令和3年度 令和2年度 令和元年度
委託料 0千円 8,236千円 0千円
工事費 31,000千円 0千円 0千円

内訳 令和3年度 令和2年度 令和元年度
委託料 5,203千円 7,579千円 0千円

内訳 令和3年度 令和2年度 令和元年度
修繕・管理工事 142,842千円 288,955千円 2,078,543千円

事業名 令和3年度 令和2年度 令和元年度

教材整備推進業務 103,010千円 107,038千円 99,008千円

事業名 令和3年度 令和2年度 令和元年度

学校図書整備推進業務 11,415千円 10,842千円 11,236千円
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◆下関市の教育

○

○

【補足】
　貸付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、円）

（学校教育課）

②学用品費等の援助 経済的理由によって就学が困難な市立学校（山口県立中等教育学校を含む。）の
児童生徒の保護者へ就学援助を実施

【補足】

（学校教育課）

【補足】
スクールバス運行台数
　　豊田　3台（西市小学校、豊田中学校）
　　豊浦　2台（川棚小学校1台（リース車両）、夢が丘中学校1台（リース車両））
　　豊北　11台（豊北小学校、豊北中学校（うちリース車両1台））

（学校教育課）

③遠距離通学に対する援
助

○片道の通学距離が小学校は4キロメートル以上、中学校は6キロメートル以上の児
童生徒を対象に、通学費の援助を実施

【補足】
遠距離通学の対象者数
　　令和3年度　 147人（小学校123人、中学校24人）
　　令和2年度 　150人（小学校122人、中学校28人）
　　令和元年度　146人（小学校116人、中学校30人）

（学校教育課）

④スクールバスの運行 ○豊田、豊浦、豊北地区において、スクールバスの運行を実施

主要施策 　➊情報教育の推進に向けた整備

主な取組 主な内容

①児童生徒１人１台端末
等の整備

国の「ＧＩＧＡスクール構想」及び教育のＩＣＴ化に向けた環境整備5箇年計画に
おける目標水準の達成に向け、児童生徒及びその指導者に1人1台のタブレット端
末の運用実施

基本方針 ４　ＩＣＴ教育の推進

年度 人員 貸付金総額 人員 貸付金総額 人員 貸付金総額

令和３年度 11 3,206,000 5 2,000,000 6 1,206,000

令和２年度 9 3,000,000 4 1,920,000 5 1,080,000

令和元年度 14 5,508,000 9 4,320,000 5 1,188,000

合　　計 大　　学 高　　校

小学校 2,246 人 54,404 千円 2,503 人 58,918 千円 2,652 人 62,509 千円

中学校 1,356 人 60,287 千円 1,511 人 64,912 千円 1,569 人 86,838 千円

合計 3,602 人 114,691 千円 4,014 人 123,830 千円 4,221 人 149,347 千円

小学校 2,229 人 80,719 千円 2,433 人 65,533 千円 2,625 人 91,760 千円

中学校 1,359 人 50,861 千円 1,422 人 40,030 千円 1,479 人 55,012 千円

合計 3,588 人 131,580 千円 3,855 人 105,563 千円 4,104 人 146,772 千円

小学校 103 人 835 千円 169 人 1,325 千円 227 人 1,724 千円

中学校 50 人 494 千円 44 人 380 千円 86 人 821 千円

合計 153 人 1,329 千円 213 人 1,705 千円 313 人 2,545 千円

令和３年度 令和２年度 令和元年度

学
用
品

給
食
費

医
療
費
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○

○

○

○
○

③研修環境の整備 ○ＩＣＴ機器の操作や学習支援ソフトの利活用のための実践研修だけでなく、新型
コロナウイルス感染症対策を講じながら様々な研修会を実施するために、オンラ
インツールのアカウントを取得し、状況に合わせた研修会を実施する。

【補足】
・研修室のWi-Fiアクセスポイント設置によるネットワーク環境整備
・研修用大型提示装置の配備
・オンラインツール（Ｚooｍ）のアカウントを取得

（教育政策課／教育研修課）

【補足】
　事業費実績

（学校支援課）

②学習支援ソフトウエア
を活用した授業の推進

教員が児童生徒の学習課題への興味関心を高め、学習内容をわかりやすく説明し
たり、児童生徒が一人ひとりの考えをお互いにリアルタイムで共有し、双方向で
意見交換する協働的な学びを進めたりするために、学習支援ソフトウエアを活用
した授業の充実を図る。

（教育研修課）

【補足】
・端末を活用した双方向的な学びを推進するため、学習支援ツール「ロイロノー
ト・スクール」を導入
・端末及び大型提示装置を有効活用するため、教師用デジタル教科書（算数・数
学）の導入
・端末を活用して個別最適な学びを推進するため、学習者用デジタルドリル教材
の導入

③学校支援人材の活用 ○学校の教育活動における地域の人材活用等、校務や地域連携活動、部活動等を支
援する外部人材の更なる活用

（学校教育課）

基本方針 ５　働き方改革の推進

（学校教育課）

②勤務体制等の改善 時間外在校等時間を適切に把握し、教職員の意識改革を進め、柔軟な勤務体制の
整備や業務・活動時間のルール化等の取組を推進
応答機能付き留守番電話装置を設置し、業務改善を推進
学校閉庁日や時差出勤、ノー残業デー等の取組を実施し、メリハリのある働き方
を推進

（学校教育課）

主要施策 　➊学校における働き方改革の推進

主な取組 主な内容

①業務の見直し・効率化 学校行事・学習活動の精選や内容の見直しを図りながら、事務処理等においてＩ
ＣＴを積極的に活用することによって、効率化を推進

【令和３年度予算分】

事業費

【令和２年度予算分】

タブレット
端末

大型提示装置
貸出用

モバイルルータ
その他

端末設定費等
合計

数量 18,987台 667台 1,500台

事業費 854,225千円 115,044千円 13,035千円 231,076千円 1,213,380千円

【令和元年度予算分（繰越分）】

事業費

通信運搬費

47,947千円

校内ＬＡＮ整備工事

585,221千円

‐18‐



◆下関市の教育

○

○

○

○

○

主要施策 　➋家庭教育を支える組織の育成

基本目標Ⅲ　社会全体の教育力を高めます

基本方針

主要施策

主な取組

①家庭の教育力を高める
ための講座の実施

（生涯学習課）

１　家庭の教育力の向上

　➊家庭への学習支援

主な内容

家庭教育の充実を図るため、こども園、幼稚園及び小学校において保護者を対象
に家庭教育学級を開催

【補足】
・家庭教育学級（こども園、幼稚園）の開催状況
    令和 3年度　15会場　開催回数18回　参加者数  514人
    令和 2年度　15会場　開催回数23回　参加者数  746人
    令和元年度　15会場　開催回数25回　参加者数1,703人
 
・家庭教育学級（小学校）の開催状況
    令和3年度
   「周りの人と自分の良さを見つけよう」1回　参加者数237人
　 「家庭・学校・地域が連携した子育ての大切さ」1回　参加者数133人
   「個性をのばして生きる」  3回　参加者数379人
   「ゲーム大好き！スマホ楽しい！！～体と心は大丈夫？～」
                             6回  参加者数622人
   「講義とワークショップ形式による教育相談活動」
　　                     　  3回　参加者数124人

【補足】
・令和3年度補助金
 　下関市ＰＴＡ連合会　   693,000円
　 下関市連合婦人会　     476,000円
・令和2年度補助金
 　下関市ＰＴＡ連合会　   208,000円
　 下関市連合婦人会　     390,000円
・令和元年度補助金
　 下関市ＰＴＡ連合会　   718,000円
   下関市連合婦人会　     760,000円
　

（生涯学習課）

②家庭教育支援チームの
育成

家庭教育支援チームの活動の支援 新たな家庭教育支援チーム設立に向けての支
援

【補足】
・令和 3年度　家庭教育支援チーム　3チーム(1チーム新設)
・令和 2年度　家庭教育支援チーム　2チーム
・令和元年度　家庭教育支援チーム　1チーム

（生涯学習課）

主な取組 主な内容

①社会教育団体の育成 下関市ＰＴＡ連合会及び下関市連合婦人会に補助金を交付

②関係団体との連携 ＰＴＡの活動を生かして、家庭教育支援の啓発を実施

（生涯学習課）

【補足】
ＰＴＡと連携した家庭教育支援チーム
　令和3年度　2チーム（中学校区の各小中学校への支援活動）

主要施策 　➌関係機関等との連携強化

主な取組 主な内容

①行政機関内での連携 子育て関係課が学校で乳幼児、保護者との交流会を実施するための連絡調整

【補足】
学校における児童生徒と乳幼児、保護者との交流会
　令和3年度　1校（高等学校）

（生涯学習課）
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（生涯学習課）

　【補足】
　・下関市子ども会連合会事業補助金　　760,000円
　・下関スカウト育成協議会事業補助金　285,000円

①青少年健全育成のため
の体制整備と啓発

青少年健全育成のための市民運動を展開し、心身ともに健全な青少年の育成を図
るため、教育・啓発活動を実施

主な取組 主な内容

①多様な体験活動の実施 青年の家で、自主性と思いやりの心、規範意識を養い、心身ともに成長すること
を目的とした野外活動を実施し、延べ139人が参加
深坂自然の森「森の家下関」において、市内の小学校4年生から6年生までを対象
にして実施予定だった「しものせき 夢冒険 チャレンジキャンプ」については新
型コロナウイルス感染症拡大のため中止

主要施策 　➋青少年の交流活動の場づくり

【補足】
令和3年度
　・野外活動クラブ（青年の家）   参加者延べ139人(全8回(うち1回中止)
    登録者26人)
　・しものせき 夢冒険 チャレンジキャンプ　　　開催無し

（生涯学習課）

基本方針 ２　地域の教育力の向上

主要施策 　➊青少年健全育成の体制づくり

主な取組 主な内容

【補足】
・下関市青少年健全育成市民会議
　　総会（書面開催）　　推進大会172人参加
・健全育成及び非行防止啓発「ポスター」募集
　　最優秀1点、優秀3点、佳作4点、特別賞1点表彰
・健全育成功労者表彰　1団体及び個人4人表彰
・成人の日記念事業
　　対 象 者：平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれ
　　開催場所：下関市民会館（本庁管内）
　　　　　　　菊川ふれあい会館（菊川・豊田総合支所管内）
　　　　　　　夢が丘スポーツセンター（豊浦・豊北総合支所管内）

（生涯学習課）

②青少年団体への支援 青少年団体の育成を図るため、補助金を交付

主要施策 　➌地域活動を支える指導者の育成

主な取組 主な内容

①指導者に対する研修の
実施

子どもの指導者として活動している人や青少年の健全育成に関心を持つ人を対象
に、活動する上で役立つ情報や体験活動・スポーツ等について学ぶことによる指
導者の資質向上

②青少年交流施設の活用
の促進

青年の家において、青少年の規律ある共同生活と研修を通じて交流を深め、人間
関係を育て、学校・地域・職場の活動に貢献できる青少年を育成

（生涯学習課）

　【補足】
・青年の家
　　令和  3年度　宿泊研修　1,324人　日帰り研修　3,730人
     令和  2年度　宿泊研修　  761人　日帰り研修　2,823人
     令和元年度　宿泊研修　3,635人　日帰り研修　4,513人
　

主な取組 主な内容

①学校における生徒指導
に対する地域連携・協働
体制の強化

児童生徒の問題行動等に係る実態を把握し、保護者や地域、児童相談所や警察等
の関係機関との連絡調整も踏まえ、学校とともに対応策を多角的に検討するなど
の適切な支援を実施
取組の一つとして学校・家庭等に「スクールソーシャルワーカー」を派遣し、生
徒指導上の課題解決に向けて対応

基本方針 ３　学校・家庭・地域の連携・協働

主要施策 　➊地域とともにある学校づくりの推進

【補足】
・子供指導者研修会　　　参加者17人（対前年 6人減）

（生涯学習課）
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◆下関市の教育

○

○

○

○

○

○

③学校応援団の組織化 ○公民館、ボランティア団体、ＰＴＡ、地域住民、地域企業、自治会、ふるさと下
関協育ネット、まちづくり協議会、民生委員等多くの団体や個人が学校応援団と
して活動

【補足】
いずれの小・中学校においてもおおむね5～10程度の学校応援団が組織化されている。

（20団体以上の学校応援団が組織されている学校もある。）
　新型コロナウイルス感染症により規模を縮小した。

（教育研修課）

【補足】
・令和 3年度 事業費：1,881,000円、派遣回数：267回、派遣時間：延べ400時間
・令和 2年度 事業費：1,623,600円、派遣回数：251回、派遣時間：延べ378時間
・令和元年度 事業費：1,623,600円、派遣回数：262回、派遣時間：延べ385時間

（学校教育課）

②学校運営協議会の活性
化

学校や地域の「願い」を実現するために、全小・中学校が家庭・地域と一体とな
り、学校運営・学校支援・地域貢献の充実を目指して学校運営協議会を実施
エリアアドバイザー活動を通して各地域の活動の様子を把握し、その情報を更に
各地域に伝達
小・中学校が合同で学校運営協議会を実施

（教育研修課）

主な取組 主な内容

①「ふるさと下関協育
ネット」及び「放課後子
供教室」の実施

地域の教育力向上を図ることを目的として、地域住民等の参画によるふるさと下
関協育ネット及び放課後子供教室を実施

④学校と地域との連携・
協働体制の強化・促進

○

○

学校と学校応援団、地域をつなぐコーディネーターを全小・中学校に配置し、ス
ムーズな連携、効果的な取組を促進
コーディネーター及び地域連携担当教職員の資質向上及び活動充実のための研修
会を開催

主要施策 　➋地域の子どもを地域で育てる活動の促進

【補足】
・令和3年度　小・中学校におけるコーディネーター配置率　100％
・令和3年度 地域連携担当者合同研修会（下関地域）
　　9月29日（水）校区の中学校を会場とするオンライン研修
  　参加者　教職員、コーディネーター等113人

（教育研修課）

③「こどもみまもり隊」
との連携の推進

子どもたちが安心して学校へ行くことができるよう、学校・家庭・地域の諸団体
が連携して登下校時等の安全確保のため実施している「こどもみまもり隊」活動
への「ふるさと下関協育ネット」の参加の推進

（生涯学習課）

【補足】
・学校支援地域本部事業（ふるさと下関協育ネット）
　　令和 3年度  小学校31校、中学校15校
　　令和 2年度　小学校29校、中学校13校
    令和元年度　小学校29校、中学校14校
・放課後子供教室
　　令和3年度
　　　22教室（土曜日の教育支援体制等構築事業で実施の2教室含む。）
　　令和2年度
　　　22教室（土曜日の教育支援体制等構築事業で実施の2教室含む。）
    令和元年度
　　　23教室（土曜日の教育支援体制等構築事業で実施の2教室含む。）
　

（生涯学習課）

②「放課後子供教室」の
「放課後児童クラブ」と
の連携の推進

放課後子ども総合プランに基づき、一体型の放課後子供教室の放課後児童クラブ
との連携に向けての調整

　【補足】
・令和 3年度　一体型 12教室、連携型 4教室、その他 6教室
・令和 2年度　一体型 12教室、連携型 4教室、その他 6教室
・令和元年度  一体型 12教室、連携型 4教室、その他 7教室

（生涯学習課）
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○

○

基本目標Ⅳ　生涯を通じて学ぶ機会を提供します

基本方針 １　図書館の充実

主要施策 　➊図書館の充実

主な取組 主な内容

①図書館サービスの向上 図書館資料の整備
図書館資料の整備・拡充、利用者への貸出

図書館施設の整備
下関市立図書館基本計画（平成30年3月）において掲げられた北部図書館の整備
を含む安岡地区複合施設整備事業について、令和6年度の開館に向けた準備作業
が必要であるため、開館までの準備スケジュールを整理し、今年度必要な事項を
実施

【補足】

　

（中央図書館）
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◆下関市の教育

○

○

○

○

○

（生涯学習課）

③各種講座の開催と人づ
くり

市民のリクエストに応じて職員等が出向く「下関市生涯学習まちづくり出前講
座」や本市と北九州市が提携した「関門海峡・温故知新塾」を開催
成人向けに継続的な学習を通じて市民の文化的な教養・知識を高める「市民文化
セミナー」を開催

【補足】
・出前講座の開催状況
　  令和 3年度　208回　参加者数 7,039人
　　令和 2年度  129回　参加者数 5,619人
　　令和元年度  363回　参加者数16,363人
・温故知新塾の開催状況
　  令和 3年度　「未来へつなぐ関門の宝もの」2回　参加者数85人
　  令和 2年度  「未来へつなぐ関門の宝もの」3回　参加者数101人
　　令和元年度  「未来へつなぐ関門の宝もの」4回　参加者数139人

・市民文化セミナーの開催状況
　  令和 3年度　「学ぶ 見つける 下関の魅力!」他全3回受講者延数102人
　　令和 2年度  「郷土下関､その歴史の掘り起こし」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他全3回　受講者延数 87人
　　令和元年度  「赤間関街道沿の歴史再考」他全3回　受講者延数175人

（生涯学習課）

②公民館学級の実施と地
域づくり

各公民館で地区市民学級や地域ふれあい活動を開催

【補足】
・地区市民学級の参加者状況
　  令和 3年度　35会場　参加者数3,576人
　　令和 2年度  33会場　参加者数2,503人
　　令和元年度  35会場　参加者数6,365人
・地域ふれあい活動の参加者状況
　　令和 3年度　30会場　参加者数2,367人
　　令和 2年度  21会場　参加者数1,702人
　  令和元年度  31会場　参加者数5,373人

貸出用図書等の整備及び団体貸出の実施
学校貸出用図書等の整備を行い、学校等へ貸出

（中央図書館）

①公民館等の整備と管理
運営

生涯学習の推進及びコミュニティ活動拠点として設置している公民館等（公民館
34館その他社会教育施設6施設）及び生涯学習プラザの管理運営

【補足】
・公民館等利用状況
    令和 3年度   利用件数30,659件　利用者数323,524人
    令和 2年度   利用件数28,896件　利用者数310,459人
　  令和元年度   利用件数46,960件　利用者数593,768人
・生涯学習プラザ利用状況（中央図書館を除く。）

    令和 3年度   利用件数 3,885件　利用者数 74,695人
    令和 2年度   利用件数 3,267件　利用者数 46,705人
　　令和元年度   利用件数 5,551件　利用者数141,746人

（生涯学習課）

基本方針 ２　生涯学習の推進

主要施策 　➊公民館等生涯学習拠点施設の整備と活用の促進

主な取組 主な内容

主要施策 　➋子どもの読書活動の推進

主な取組 主な内容

①学校貸出用図書の充実
と人材の育成
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○

○⑤豊田ホタルの里ミュー
ジアムの展示リニューア
ル

開館後18年を経過した豊田ホタルの里ミュージアムの展示を少しずつリニューア
ルした。

③日清講和記念館の改修 昭和12年建築の施設で、登録有形文化財及び日本遺産の構成文化財であるが、こ
れまでに大規模な改修を行っていないことから、壁の亀裂等の劣化、老朽化が著
しく、今後施設の維持が困難となる損傷が発生するおそれもある。また、展示環
境も劣悪な状況にある。
令和2年度には、インフラ長寿命化基本計画及び下関市公共施設マネジメント基
本方針に基づき、永続的な保存活用に向けた修繕計画について検討した。

【補足】
・日清講和記念館入館者
    令和 3年度　22,858人
　　（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20，8/26～9/26は臨時休館）

    令和 2年度　17,333人（新型コロナウイルス感染症対策により4月・5月は臨時休館）

　（歴史博物館）

②共通収蔵庫の整備と土
井 ヶ 浜 遺 跡 ・ 人 類 学
ミュージアムのリニュー
アル

資料の整理、資料の性質ごとのランク分け、資料の収蔵場所としての空校舎利用
を検討し、基本計画策定に向けて引き続き検討
令和3年度に施設の長寿命化計画（施設計画）を策定し、計画に沿って施設の適
切な維持と長寿命化について引き続き検討に努める。

（土井ヶ浜遺跡・人類学
ミュージアム／文化財保護
課）

【補足】
　・平成16年6月5日開館

（文化財保護課）

④考古博物館のリニュー
アル等

社会変化やライフスタイルの多様化による市民ニーズに対応し、学校教育から生
涯学習まで市民の学びに寄与し、共に歩む博物館となるよう、将来の博物館の方
針を含めたリニューアル計画を立案するための現況把握と試験的取組への準備を
行った。また、リニューアルの中核をなす、ユニバーサル・ミュージアムの取り
組みを推進し、展示活動への具体的導入に着手した。

【補足】
　・平成7年5月13日開館

（文化財保護課）

①旧長府博物館の改修 新博物館建設計画は、博物館資料の収集保管、調査研究、展示活動を行う新館の
建設と、教育普及・学習支援活動を行う旧長府博物館の改修とで構成されてい
る。新館は、平成28年11月18日に開館し、順調に運営している。しかしながら、
旧長府博物館改修については、改修費用等の課題があり進捗していない。
令和2年度には、旧長府博物館の活用方法について、教育普及施設としてだけで
なく観光事業との連携も視野に入れるため、サウンディングを行い、民間活力を
活用する手法を検討した。
令和3年度も引き続き民間活力を活用する手法を検討したが、用途地域等の問
題、旧長府博物館単独での活用は困難等の理由から進捗していない。

（歴史博物館）

主要施策 　➋博物館等学術文化拠点の環境整備

主な取組 主な内容

①美術館の環境整備 施設整備として、省エネルギーで、かつ、文化財の保存に適したＬＥＤ照明へ取
替を図るとともに、美術館地階梱包倉庫の空調設備（移設品）の設置を行った。

【補足】
・令和 3年度実績
　　美術館照明設備ＬＥＤ化事業　事業費  791,109円
    美術館空調機移設　事業費　 3,614,600円
・令和 2年度実績
　　美術館照明設備ＬＥＤ化事業　事業費  787,600円
　　下関市立美術館階段修繕　事業費  2,200,110円
　　美術作品修復事業　事業費　1,999,800円
・令和元年度実績
　　下関市立美術館照明設備ＬＥＤ化　事業費　7,095,100円（美術館）

基本方針 ３　芸術・学術文化活動の推進

主要施策 　➊美術館の環境整備

主な取組 主な内容

‐24‐



◆下関市の教育

○
○

・

○

○

○

○

○

・
・

・

○

○

・
○

○

・

○

・

⑦調査研究の充実と関係
機関との連携

美術館では、企画展「潮流・下関２０２１」で、下関の写真史をそのキーとなる
グループSYSの活動をたどるほか、グループSYSのメンバーの二人を中心に調査
し、その成果を展覧会というかたちで広く公表
1995年から2020年までに収集された美術作品資料の目録を作製
全国美術館会議主催第36回学芸員研修会「なぜいま、地域美術を研究するのか―
「地方」への視点と地域美術研究の実践例」（オンライン）参加
パナソニック汐留美術館主催「第20回 学芸員照明研究会」（オンライン）参加

考古博物館では、山口県埋蔵文化財センターが所蔵する綾羅木台地遺跡出土の人
面土製品及び関連遺物の調査を行うとともに、山口県博物館協会が主催する研修
会に参加したほかユニバーサルミュージアムの取り組みを推進するために、先進
地視察を行った。また、施設概要及び展示、調査研究、教育普及等の博物館活動
の概要について報告するための年報（令和3年度）を作成
歴史博物館では、調査研究活動について報告するため研究紀要を製作、令和3年
度よりデータで作成し、ホームページにて公開
山口県博物館協会が主催する総会及び研修会に参加
東行記念館では、山口県博物館協会が主催する研修会に参加

豊田ホタルの里ミュージアムでは、下関地域及び山口県内の自然史に関する調
査・研究を行い、それらの研究成果の一部をまとめた「豊田ホタルの里ミュージ
アム研究報告書第14号」を刊行
豊田ホタルの里ミュージアムと信州大学などとの共同研究でコオイムシの生殖器
の形態と大陸の個体群との遺伝的な関係について、論文を『Molecular
Ecology』に発表
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムでは、国内の大学及び研究機関と沖縄県白保
竿根田原洞穴遺跡出土人骨の共同研究を継続し、九州大学アジア埋蔵文化財研究
センターと古人骨資料の研究連携・協力に関する覚書に基づき共同研究を実施
自然人類学分野における古人骨調査の成果報告と民俗学分野の調査成果報告をま
とめた「研究紀要第17号」を刊行

文化財保護課／美術館／歴
史博物館

【補足】
・作品資料収集状況
　[美術館]
　　令和 3年度　寄贈64点  寄託3件　所管替 8件 合計75件
    令和 2年度　寄贈 7件　寄託5件　所管替12件 合計24件
　　令和元年度　寄贈 9件　寄託8件　所管替 1件 合計18件
　[歴史博物館]
　　令和 3年度　購入 113件1,521点　寄贈271件2,582点　寄託1,322件
                1,538点　  合計1,706件5,641点
　　令和 2年度　購入  27件 274点　寄贈 38件  59点
　　　　　　　　合計  65件 333点
　

⑥積極的な学術資料の収
集

美術館では、令和3年度合計75件の美術資料（作品及び資料）を収集
歴史博物館では、令和3年度は、寄贈が271件2,582点あった。主な寄贈資料に
は、明治時代に赤間関で創業され、株券や領収書などからなる菊谷茂吉商店資料
や、長府金屋町で金物屋を営む重井家に伝来し、数多くの引札を含む重井家資料
があり、このほかにも昭和9年に開催された日米野球のアメリカチームのサイン
ボールや、清末藩家老内藤家に伝来した刀なども収集
平成28年度から開始した長府毛利家遺品の計画的な公有化（購入）については、
所有者の事情により平成29年度は不執行としたが、令和3年度は5年計画の最終年
次として公有化を完了した。
考古博物館では、綾羅木郷遺跡の保存に関連したグループSYS撮影の写真パネル
資料を整理し、館蔵資料として位置付けるなど、関連資料の収集・整理に努め
た。
豊北歴史民俗資料館では、国登録有形民俗文化財を国指定重要有形民俗文化財に
あげるため、漁具の実測図化に着手、また、旧下関市域の漁具関係資料の収集整
理を実施
烏山民俗資料館においては、市域の近代観光関連資料及び市域の近代温泉文化に
関する資料の調査・収集、また昭和30年頃までの身近な生活用具についての収集
を実施し、これらの資料を企画展で公開

豊田ホタルの里ミュージアムでは、市域の生物調査及び化石・岩石調査を行い、
多数の標本を直接収集し、市民からの自然史（動物、植物、化石、岩石）標本の
提供により、合わせて数千点程度の標本を収集
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特集展示では舞台の衣装デザインを多数手がける浜井弘治の舞台衣装を映像とともに
展示する「浜井弘治　舞台の仕事」を実施したほか、関連催事として短編映画の上映
会、ミシンをつかわないトートバッグづくりを実施
考古博物館では、山口県埋蔵文化財センター巡回展「発掘された山口」を皮切りに、発
掘速報展「掘ったほ！下関2020」、市民参加型の企画展「遺跡deあーと-表現しよう！古
代の下関-」、発掘速報展「掘ったほ！下関2021改」を開催し、本市の歴史についての理
解を深め文化財に愛着を持つことを目的とした企画展示を開催。また、3Dモデル作成に
よる、触れる展示など、効果的な展示手法の導入に努めた。

歴史博物館では、常設展示のほか、企画展示として、「串崎城―長府に築かれた
幻の城―」、「戦争・疫病・災害～困難に立ち向かった下関の人々」、「殿様
アート」、「武者の世のはじまり―鎌倉時代の下関―」を開催
特別展示として、「海峡に魅せられた幕末の英傑」、「毛利VS大友―海峡の戦国
史 第2章―」、「誠之 三吉慎蔵―幕末・明治を生きたサムライ―」を開催

関連イベントとして、特別展及び企画展関連講座、歴史講座、展示解説、現地探
訪、クイズ、スタンプラリー等のイベントを開催
東行記念館では、「高杉晋作、逆境に挑む」、「徹底解剖★高杉晋作となかまた
ち」、「アートでみる幕末維新―奇兵隊の駆けた時代」、「法灯の守り人たち―
梅処・梅仙・玉仙―」の常設企画展を開催し、関連イベントとして、関連講座、
しんさくクイズ、スタンプラリー等のイベントを開催

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムでは、企画展示として①「ホネVer.2021」②
「土井ヶ浜弥生人を彩った貝のアクセサリー」③「骨からよみがえる古代長江流
域の稲作農耕民」④「伝・三浦按針墓出土人骨とウィリアム・アダムス」を計画
し、展示会を開催

【補足】
・山口県博物館協会総会
　　令和3年5月14日　　山口市
・山口県博物館協会研修会
　　令和3年11月12日　　山口市
・日本博物館協会　中国支部総会
　　令和3年6月　新型コロナウイルス感染症対策により書面開催

⑧魅力的・効果的な展示 美術館では、令和3年度中に特別展2本、企画展1本、所蔵品展3本、及び特集展示
1本を開催
特別展「久保修 紙のジャポニスム～kirié 線のかたち～」では、美祢市出身で
国際的に活躍する切り絵画家の作品と資料計98点を紹介
下関出身の写真家・野村佐紀子の仕事を紹介する特別展「野村佐紀子写真展
『海』」では、開幕前から下関市内の高校、大学等でプレイベントを展開、開幕
後も野村氏母校の中学校での職業講話やアーティスト・トーク、野村佐紀子と田
中慎弥の対談など多くの催事を実施
下関の戦後写真史を丁寧にたどった企画展「潮流・下関２０２１」では、下関で
現在活動している写真家・吉岡一生、清水恒治の両氏の作品及びグループSYSの
仕事を紹介
所蔵品展では、狩野芳崖や桂ゆき、香月泰男など、地域ゆかりの美術を幅広い
テーマ設定により紹介

文化財保護課／美術館／歴
史博物館

各館職員数データ R4.4.1現在 （人）

うち学芸員有

資格

うち学芸員有

資格

美術館 6 4 4 2

考古博物館 3 3 5 3

歴史博物館 7 4 7 0

東行記念館 3 1 2 2

人類学ミュージアム 3 2 11 5

豊北歴史民俗資料館 1 0 3 1

烏山民俗資料館 1 1 2 1

ホタルの里ミュージアム 1 1 6 1

職員
会計年度任

用職員
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・豊北歴史民俗資料館　入館者
    令和3年度    3,317人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26は
                          臨時休館）
    令和2年度　  3,030人（新型コロナウイルス感染症対策により4月、5月は臨時休館）

・豊田ホタルの里ミュージアム 入館者
    令和3年度　 27,052人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26は臨
　　　　　　　　　　　　　時休館）
    令和2年度　 32,052人（新型コロナウイルス感染症対策により4月～6月は臨時休館）

美術館では、一般向けの初心者のための写真講座、色鉛筆と水彩を使った絵画入
門講座を実施したほか、夏休み期間中に地元で活動をする結いの会と連携し、子
供向けワークショップを複数同時に開催
特別展「久保修 紙のジャポニスム」に関連して、切り絵をテーマに幼児から小
学生向けの3種類の造形教室を実施、このほか展示と連動したワークショップと
しては、特集展示をした服飾デザイナーの浜井弘治氏が講師となり「ミシンをつ
かわないトートバッグづくり」を大人の部と子供の部に分けて実施
広報誌『下関市立美術館ＮＥＷＳ「潮流」』を２回発行
美術館公式ウェブサイト及びＳＮＳ（Twitter及びFacebook）の運営では、公式
ウェブサイトを3月15日にリニューアルしたほか、Instagram、YouTubeでの情報
発信を開始

烏山民俗資料館では、地域固有の文化の再発見活動として、昭和40年頃まで活躍
した豊浦地域のわら細工名人諏訪音松氏の作品を公開する展覧会「とようら地域
のわら細工」を開催
また、他の博物館にない所蔵品の魅力を発揮する展覧会を開催することで、幅広
い年齢層、地域を超えた来館者の増加をはかることを目的として、季節展「カラ
スヤマの端午の節句」、企画展「カラスヤマの郷土玩具コレクション」、企画展
「カラスヤマの郷土玩具コレクション　十二支の動物たち」を開催

豊北歴史民俗資料館では、企画展示として①「Omunibus漁具展国登録有形文化財
「豊北の漁撈用具」②太翔館リニューアル10周年記念として、「記念碑に刻まれ
た人々」、「中山太一が残したもの」、「田上菊舎展」を企画し、期間中に講座
やイベントを開催した。また、小企画展として①「豊北町民具アルバム」を開催
豊田ホタルの里ミュージアムでは、企画展として、①春季企画展「アンモナイト
の体を想像する」、②蛍季企画展「昼間も見れる光るホタル」、③夏季企画展
「ホタルの体の色と模様の理由を考える」、④秋季企画展「下関の多毛類」、⑤
冬季企画展「カマキリ、シロアリ、ゴキブリの共通点を知る」を開催

テーマ展として、 ⑥春季特別企画「世界のカブトムシとクワガタムシ」、⑦春
季テーマ展「下関と河口干潟のカニ類」、⑧夏季テーマ展「収蔵標本展 チョウ
類」、⑨夏季特別企画「世界のカブトムシとクワガタムシ」、⑩秋季テーマ展
「下関のヤドカリ」を開催

【補足】
・美術館　入館者
　　令和3年度　 27,461人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26
　　　　　　　　臨時休館、また5/12～5/20、8/16～8/25県外からの利用の自粛を要請）
　　令和2年度　 20,267人（新型コロナウイルス感染症対策により4/4～5/25臨時休館、また
　　　　　　　　開館時も時期により利用制限あり）
・歴史博物館　観覧者
　　令和3年度　 16,915人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26は
                          臨時休館）

      常設展示   8,279人
　　　企画展示   3,443人
　　　特別展示　 5,193人
    令和2年度　 13,219人（新型コロナウイルス感染症対策により4月、5月は臨時休館）

文化財保護課／美術館／歴
史博物館

・東行記念館 観覧者
    令和3年度　  3,344人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20，8/26～9/26は
　　　　　　　　　　　　　臨時休館)
    令和2年度　  3,405人（新型コロナウイルス感染症対策により4月,5月は臨時休館）

⑨普及活動の充実

・考古博物館 入館者
　　令和3年度　  9,040人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26は
                          臨時休館）
    令和2年度　　7,381人（新型コロナウイルス感染症対策により4月、5月は臨時休館）
・土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム　入館者
    令和3年度　 10,027人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20，8/26～9/26
　　　　　　　　　　　　　臨時休館)
    令和2年度　  8,681人（新型コロナウイルス感染症対策により4月、5月は臨時休館）

・烏山民俗資料館 入館者
　　令和3年度　 14,454人（新型コロナウイルス感染症対策により5/21～6/20、8/26～9/26は
                          臨時休館）
    令和2年度　 14,208人（新型コロナウイルス感染症対策により4月、5月は臨時休館）
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豊北歴史民俗資料館では、開館10周年記念企画展示に関連した特別講座や展示解
説、化粧や香道に関する体験講座を実施。また、当館の所蔵資料である民具を用
いた小・中学生向けの体験型学習「竹の水てっぽうを作ろう!」や「滝部歴史探
訪TAKIBEウォーク」での体験講座を開催

公式Twitterはフォロワーは1.1万人を超え、さらにYouTubeなども利用した情報
発信を実施し、さらに今年度からnoteを活用し、多くの情報を発信

【補足】
・美術館
　　造形教室・ワークショップ
　　　　　　　　9講座（開催日数のべ15日）／194人
　　美術講座（講演会、スライドトーク、トークイベント）
　　　　　　　　6講座（開催日数7日）／241人
　　講師派遣　  8回／594人
　　　　　　　　　　内訳：市内学校（授業・職業講話等）5回／503人
　　　　　　　　　　　　　その他団体（研修会講師等） 3回／91人
・歴史博物館
      関連講座 64回／1,131人、歴史講座  9回／ 154人
　 　 展示解説 23回／ 223人、現地探訪  4回／  81人
   　 出前講座 17回／ 555人
　　  協力連携事業
　　  J:COM、地域情報新聞しものせきほっぷ、下関法人会、
      下関市文化振興財団、山口朝日放送、養治小学校、
　　　ドキュメンタリージャパン、下関中等教育学校、
　　　下関西高等学校、観光政策課、広報戦略課、教育研修課など多数

豊田ホタルの里ミュージアムは、下関市立唯一の自然史系博物館として自然史に
関する調査・研究、更に市民向けに様々な体験学習講座（観察会、夏休み講座
等）を実施し、館内イベントや研究者を招待して講演いただく特別講演会、学校
等での出前講座を実施
特別講演会として「第36回 コロナを生き抜け 虫マニア・リベンジ」、「第37
回 最高の昆虫図鑑を作る」、「第2回館内案内オンライン」、「第3回館内案内
オンライン」をZoomによるオンライン限定で開催
自然史に関する様々な体験講座を1日で体験できる「自然史体験の日」は例年行
い、好評を得ていたが今年は開催できなかったため、当館公式Twitterにより
「自然史考える夏休み」を7月27日から8月15日まで開催し、4,000以上のいい
ね、と700程度のリツイートを得た。

・東行記念館
　　　関連講座 8回／105人
　　　出前講座 1回／ 30人
　　　スタンプラリー／187人
      東行庵れきし探検／50人
・考古博物館
　　　学校見学の受入
　　　市内学校： 12校／761人
　　　市外学校： 27校／1,327人
　　　文化財講座　　　 　　　　　　　6回／204人
　　　勾玉づくり教室　　　　　　　　18回／151人
　　　土笛づくり教室　　　　　 　　　6回／54人
　　　土器づくり教室　 　　　　　　　6回／22人
　　　竪穴住居模型づくり教室　　　　10回／71人
　　　土器文様ペンダントづくり教室　10回／40人

考古博物館では、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、体験講座や講演
会を積極的に開催し、特に夏休み期間の体験学習は好評を得た。また、新規メ
ニューとして受付前でいつでも体験できる「木簡づくり」の実施を開始。加え
て、リニューアルした当館ホームページやFacebookで積極的な情報発信を行うと
ともに、企画展示や発掘調査に関連するYouTube動画を複数公開しコロナ禍にお
ける博物館利用の手法に広がりを持たせた。

歴史博物館では、特別展示及び企画展示の関連イベントとして、関連講座、歴史
講座、展示解説、現地探訪、クイズ、スタンプラリー等を開催
夏休み自由研究講座として「歴史博物館学芸員の一日体験」を開催
東行記念館では、常設企画展示の関連イベントとして、子ども向けミニ講座や東
行庵れきし探検、スタンプラリー、しんさくクイズなどを開催
また、公式Twitter及びFacebookにて、所蔵資料の紹介や特別展・企画展のみど
ころ、博物館の舞台裏の紹介等の情報発信を開始

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムでは、平成26年度から実施している自然人類
学体験講座「ホネホネウォッチング」を実施し、出前授業も再開。土井ヶ浜遺跡
の出土遺物である貝輪や指輪を実際に作る体験講座を開催
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◆下関市の教育

○

・

○

○

○

○

○

○

文化財保護課／美術館／歴
史博物館

・土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
　　　ホネホネウォッチング  5回／36人
　　　出前授業  1回／33人
　　　貝の指輪づくり 2回／22人
　　　貝の腕輪づくり 2回／16人
・豊北歴史民俗資料館
　　　特別講座 　　 3回／65人
　　　体験講座 　　10回／280人
・豊田ホタルの里ミュージアム
　　　観察会 19回／205人
　　　夏休みの教室　8回／110人
　　　特別講演会　4回/267人
　　　出前講座　18回/785人

⑩博学連携の強化 美術館では、令和3年度中、学芸員養成課程に係る学生の博物館実習を実施した
ほか、市内高校の生徒のインターンシップ（1件）、教員社会体験記研修（4件）
を受入
市内の大学等高等教育機関との連携においては、下関市と包括的連携協定を結ぶ
東亜大学に対し、例年、企画展示への協力・参画を呼びかけており、令和3年度
は特別展「野村佐紀子写真展『海』」のプレイベントを共同で実施したほか、次
年度展覧会企画に関しての協議も行った。また下関市立大学との間では、同大学
学生団体SCUとオンライン・ワークショップを共催した。

考古博物館では、学芸員養成課程に係る学生の博物館実習を実施した。また、下
関南総合支援学校の視覚に障害のある児童・生徒をはじめ、下関西高等学校1年
生のディスカバリープロジェクトの一環として、視覚障害者や晴眼者それぞれの
立場から触察をテーマとした授業を実施し、新たな学習プログラムの創出に努め
た。さらに、川中中学校１年生の理科授業として実物資料を活用した教科横断型
の出前授業を実施するとともに、教職員の研修の受入れも行うなど、積極的な博
学連携に努めた。

歴史博物館では、学校行事による来館の際に解説を行ったほか、下関西高等学校
の地域探究科の授業での課題研究の指導・助言を行った。また、下関中等教育学
校の総合的学習において、生徒からの質問に回答した。さらに、高校の職場体験
学習や学芸員資格取得のための博物館実習の受入れも積極的に行った。また、養
治小学校と連携し、地域学習で使用するためのデジタル動画を作成した。
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムでは、豊北小学校とのふるさと学習での赤米
の田植えと稲刈りを実施し、県内外の修学旅行等の学校行事での来館時に展示の
解説を行ったほか、下関西高等学校の地域探求授業の実施、学芸員資格取得のた
めの博物館実習の受入れを積極的に行った。また、国内外の大学等研究機関との
共同研究は引き続き継続し、新たに山口大学と教育・研究に関する相互連携協定
を締結した。
豊北歴史民俗資料館では、下関北高校との博学連携事業として地域探求（フィー
ルドワーク）を実施し、その成果をパネル展示として開催

烏山民俗資料館では、小学校の教員・児童を対象とした企画展示「暮らしの変化
～昭和の時代～」を開催することで、教科書に記載されたさまざまな生活用具を
実際に見ることのできる機会を創出

文化財保護課／美術館／歴
史博物館

豊田ホタルの里ミュージアムでは豊田下小学校と連携し、化石クラブを実施し、
クラブ活動の一環として児童と地元の化石を採集・調査などを実施した。さら
に、小中学校に勤務する現役の教諭を対象に「自然史塾」を実施し、自然史の調
べ方などを一年かけて定期的に指導した。さらに学芸員養成課程に係る学生の博
物館実習（2大学4人）、教員10年研修（2人）を受け入れた。他にも、大学等研
究機関と共同研究を行った。
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③埋蔵文化財に対する適
切な保護と活用

○試掘・確認調査7件を実施し、埋蔵文化財の基礎情報を収集

【補足】
・分布調査等の実施状況
    令和3年度　事業費 　 6,209千円　件数8件
　　令和2年度　事業費   15,278千円　件数7件
・開発事業者等からの埋蔵文化財調査依頼件数に対し、調査を実施した割合を目標指標として
いたが、令和3年度の実績は目標値と同じく100％を達成した。
    調査依頼件数　令和3年度53件　令和2年度61件
・発掘調査については、現地での工事立会52件、立会調査2件、出土遺物保存活用1件を実施し
た。また北ヶ原遺跡の現地説明会を実施し、調査成果について地域住民等に公開した。
 

（文化財保護課）

文化財保護課／歴史博物館

【補足】
　・考古博物館休憩所　弥生の里の活用推進
　　　平成28年4月　地域子育て支援拠点施設「こどもはらっぱ」開設
　・コラボレーションイベント
　　「赤米を植えよう」
　　「赤米を収穫しよう」
　　「古墳の森ウォークラリー」

②指定文化財に対する保
護措置の強化

文化財の保存修理を行う所有者及び指定文化財の定期的な維持管理を行っている
所有者に対して、必要に応じて補助金を交付
新型コロナウイルス感染症対策により各行事が中止や規模縮小されたため、指
定・未指定の無形民俗文化財の開催状況について情報の収集や記録を作成

【補足】
・令和 3年度下関市指定文化財保護事業補助金　 16件   1,851千円
・令和 2年度下関市指定文化財保護事業補助金　 15件　 1,406千円

（文化財保護課）

主な取組 主な内容

①指定文化財及び登録文
化財の管理状況の把握

本市が所有者又は管理団体となっている建造物、史跡、名勝、天然記念物等の指
定文化財の適切な維持管理
指定文化財の文化財保護指導員などによる定期的な巡視
重要文化財旧下関英国領事館について、平成26年7月18日の再開館後、指定管理
者による公開活用を行い、令和3年度は、次期指定管理者の選定を行った。ま
た、2年ぶりに英国王立写真協会日本支部の協力により、写真展を開催した。

【補足】
・旧下関英国領事館　平成11年5月13日　国指定重要文化財
・令和3年度入館者　34,178人（再開館後累計452,292人）
・指定管理者によるイベント件数（指定管理業務）12件
・附属屋ギャラリー及び中庭利用件数　108件（延べ56日、指定管理業務を除く。）
・文化財保護指導員2人
・指定文化財等説明板の更新及び補修を4件行った。

（文化財保護課）

基本方針 ４　文化財保護・活用の推進

主要施策 　➊歴史的・文化的資源を活かしたまちづくり

⑪博福連携の検討 考古博物館における博福連携の一環として、下関南総合支援学校や下関点訳しる
べの会といったボランティア団体の当事者や支援者との意見交換や協力を得て、
ハンズオン展示コーナーの設置準備を行うとともに、本市主催の「東京オリン
ピック・パラリンピック採火式」や「子どもの居場所連携交流会」の受け入れ会
場として企画立案のサポートを行うなど積極的な博学連携に努めた。
また、NPO法人下関子ども・子育ちネット“こどもはらっぱ”（旧・休憩所弥生
の里内）の施設利用者の児童と保護者には考古博物館への来館を促すため、様々
なコラボレーションイベントを実施
烏山民俗資料館では、高齢化社会に対応した新たな博物館像を目指して「博物館
と福祉」連携を目的に活動を実施している。令和3年度は、高齢者の認知症予防
に効果のあるとされる「回想法」を取り入れた展覧会「暮らしの変化 昭和の暮
らし」を前年度に引き続き実施。高度成長期頃までの身近な生活用具を中心とし
て資料を積極的に活用した。令和3年度は、高齢者介護施設等にチラシ等を配布
する他、展示室内に「思い出掲示板」を設置することで暮らしの思い出を共有
し、語り合える場を創出した。
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◆下関市の教育

○
○

○

⑤天然記念物等の保存管
理計画の策定検討

○未策定の個別の案件について、保存活用計画の策定に当たり課題の把握や目標の
設定を計るための情報を収集し整理

【補足】
・保存管理計画策定文化財
　　史跡土井ヶ浜遺跡（昭和54年3月策定）
　　史跡長州藩下関前田台場跡（平成27年3月策定）

（文化財保護課）

【補足】
・県指定史跡長府藩主毛利家墓所　（平成26年12月2日指定）

（文化財保護課）

④天然記念物等の現状把
握

○名勝、天然記念物（樹木類）について、周辺環境及び気候環境の変化に連動して
適切な維持管理に課題を抱えているものが多いため、所有者等の協力のもと、指
定文化財（天然記念物）樹勢診断業務を実施し、今後の適切な管理の在り方を検
討するための情報を収集した。また、枯損が発生した川棚のクスの森について
は、国、県、有識者とともに、樹勢回復のための計画剪定について、方向性を確
認した。

【補足】
・緊急枯損対策、調査指導、国指定天然記念物　川棚のクスの森

（文化財保護課）

主要施策 　➋文化財の整備活用の推進

主な取組 主な内容

・国指定三史跡
　　史跡仁馬山古墳（平成3年5月15日指定）
　　史跡綾羅木郷台地遺跡（昭和44年3月11日指定）
　　史跡梶栗浜遺跡（昭和55年3月14日指定）

（文化財保護課）

③長府藩主毛利家墓所の
整備

○県指定文化財となった長府藩主毛利家墓所について、その立地性により優れた観
光資源であることから、定期的な除草作業など環境の整備に努めるとともに、そ
の価値を広く周知するため、愛護意識の啓発を実施

①長州藩下関前田台場跡
の整備活用

適切な管理・活用を図るため、定期的な除草等環境整備に加え巡検を実施
従来未整備であった駐車場について、近隣の土地を借り上げ、簡易的な整備を実
施
「明治日本の産業革命遺産」の関連資産として位置付けられたことや、日本遺産
の構成文化財として認定を受けたことにより、複合的な活用を視野に、柔軟な整
備活用の在り方を検討し、実現へ向けて関係機関等との協議・調整を実施

【補足】
・長州藩下関前田台場跡　平成22年8月5日　国指定史跡
・「明治日本の産業革命遺産」世界遺産登録　平成27年7月
　　　構成資産　23件　8県11市
　　　関連資産　 4件（下関市、唐津市、飯塚市、田川市）
・日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡」構成文化財 42件
　　 〔下関市分19件、北九州市分26件（うち両市域分3件）〕

（文化財保護課）

②国指定三史跡の整備検
討

○

・

国指定三史跡について、考古博物館での展示講演活動はもとより、周辺域に県内
屈指の密度で分布する周知の埋蔵文化財包蔵地を含め、定期的な除草作業など環
境の整備に努めるとともに、その価値を広く周知するため、愛護意識の啓発を実
施
仁馬山古墳については、関係各所と連携し、周辺域に繁茂する竹林を伐採し、遠
方から視認できる、史跡本来の景観を確保した。

④市域に所在する文化財
の悉皆調査

○自然、歴史、文化遺産を生かしたまちづくり実現のため、平成30年の文化財保護
法の改正により新たに制度化された文化財保護のアクションプランである「文化
財保存活用地域計画」の策定を念頭に、基礎情報を収集

【補足】
・文化財保存活用地域計画
　　文化庁が進める、各市町村において取り組んでいく目標や取組の具体的
　な内容を記載した，当該市町村における文化財の保存・活用に関する基本
　的なアクションプラン（平成30年6月の文化財保護法改正に伴い、礫文化
　基本構想を実効的に発展させ、法律に位置付けたもの）

（文化財保護課）
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○
○

○

○

○

①人権課題に応じた研修
の計画的な実施

人権教育の推進状況を把握するための調査を行い、各学校における人権教育の現
状及び課題を把握するとともに、改善に向けた指導を実施
「山口県人権推進指針」及び「人権教育推進資料」並びに県教育委員会作成の
「学習展開例」を活用し、各学校において人権教育及びその研修が更に推進され
るよう指導を実施

【補足】
・令和 3年度人権教育研修会　午後日程　講義　　受講者数  49人
・小学校人権教育部研修会（第1回～第2回）　　　中止
・中学校人権教育部研修会（第1回～第2回）　　　中止
・小・中学校等管理職人権教育研究協議会　　　　動画視聴
・小・中学校等人権教育担当教員等研究協議会　　オンラインによる研修

（教育研修課）

基本方針 ５　人権教育の推進

主要施策 　➊関係機関と連携した多様な人権教育の推進

主な取組 主な内容

主要施策 　➋教職員研修の充実

主な取組 主な内容

（生涯学習課）

【補足】
・人権学習講座
    令和 3年度　 42会場　参加者数　1,863人
　　令和 2年度　 13会場　参加者数　　512人
　　令和元年度   22会場　参加者数　1,282人
・人権フェスティバル
　　令和 3年度  菊川ふれあい会館　参加者数  223人
　　令和 2年度　中止（市役所にて小学生人権標語表彰式のみ実施）
    令和元年度  菊川ふれあい会館　参加者数  483人
　
　

①家庭、地域社会への情
報提供の充実

人権に関する各種研修会や行事の案内等、市内各教育支所、公民館等に情報を提
供
人権に関する標語、ポスター等を市内各教育支所、公民館、小・中学校に配布
【補足】
・情報提供（市ホームページ及びしもまちアプリへの掲載、ポスター配布を含む。）
　　県人権ふれあいフェスティバル特設サイト ／ 小学生人権標語ポスター
　　全国一斉「子ども人権110番」強化週間 ／ 同和問題啓発週間ポスター
　 「女性の人権ホットライン」ポスター ／ 人権の花運動
　　人権に関する児童生徒作品のポスター送付 ／ 人権啓発ポスター
　
・各種研修会や行事案内
　　暮らしと人権学習講座（中止） ／ 市民人権教育講座（中止）
　　人権教育指導者研修会 ／地域人権学習講座
　　同和問題啓発週間講座／北朝鮮人権侵害問題啓発週間行事

（生涯学習課）

②学習機会の充実 人権尊重の職場や地域環境づくりについての理解や認識を深めるために、人権学
習講座を企業、学校、団体、グループ等で開催

‐32‐
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１ 下関市学校教育指導上の努力点 
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２ 市立学校一覧 

(1)幼稚園 

区  分  所 在 地 学級数 

園   児 

教 員 保健室 給食室 
総数 男 女 

令和３年度   14 247 129 118 27 （25） 6 5 

令和４年度   14 198 106 92 26 （22） 6 5 

1 第  一 貴船町三丁目 11-12 1 12 6 6 4 （2） ※1○ 配 

2 豊  浦 長府亀の甲二丁目 2-82 1 12 9 3 3 （4） ※1○ 配 

3 小  月 小月宮の町 15-20 2 33 15 18 5 （4） ※1○ 配 

4 内  日 休       園 

5 清  末 清末西町一丁目 6-1 5 76 41 35 6 （6） ※1○ 配 

6 川  中 伊倉本町 21-1 3 46 26 20 5 （4） ○ 配 

7 豊  東 
菊川町大字上大野字上ノ原

10020-1 
2 19 9 10 3 （2） ○  

（ ）は会計年度任用職員、外数 

○有の意味（配は、給食配膳室のみ） 

※1 保健室と職員室を共用して使用 
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校 舎 用 地 

区  分 校 舎 保 有 面 積 面 積 左の内 

借  地 総 数 鉄 筋 鉄 骨 木 造 総 数 建物敷地 屋外運動場 その他 

5,786 3,336 2,440 10 21,120 10,091 9,568 1,461  令和 3 年度 

5,786 3,336 2,440 10 21,120 10,091 9,568 1,461  令和 4 年度 

927  717  210    4,174  1,842  1,911  421   1 第  一 

1,035  1,025    10  2,989  1,781  1,208     2 豊  浦 

1,005  974  31    3,121  1,616  1,363  142   3 小  月 

499    499    2,488  874  1,614     4 内  日 

854  620  234   3,058  1,604  1,454     5 清  末 

1,010    1,010    2,740  1,480  904  356   6 川  中 

456    456    2,550  894  1,114  542   7 豊  東 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月 1 日現在 
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(2)幼保連携型認定こども園 

 

 

 
 所 在 地 学級数 

園   児 
教 員 保健室 給食室 

総数 男 女 

令和３年度   49 919 484 435 73 （62） 9 9 

令和４年度   52 883 474 409 73 （65） 9 9 

1 中  央 幡生新町 1-10 9 167 103 64 13 （12） ※1○ 有 

2 垢  田 新垢田東町 1-2-7 6 114 54 60 9 （7） ※1○ 有 

3 王  喜 王喜本町 2-11-12 5 88 58 30 7 （7） ※1○ 有 

4 菊  川 菊川町大字下岡枝字高田 1504 6 139 76 63 9 （13） ※1○ 有 

5 西  市 豊田町大字矢田字横の田 184 3 42 22 20 5 （3） ○ 有 

6 豊田下 豊田町大字手洗字堂本 273-1 3 39 24 15 5 （3） ○ 有 

7 川  棚 豊浦町大字川棚寺田 5281 9 159 72 87 12 （8） ※1○ 有 

8 黒  井 豊浦町大字黒井字下北岡 2159-1 6 91 45 46 8 （7）  ○ 有 

9 豊  北 豊北町大字滝部字上ノ原 2992-1 5 44 20 24 5 （5） ※1○ 有 

平成 27年度の子ども・子育て支援新制度施行に伴い、幼保連携型認定こども園が開設。 

認定こども園の各数値は全体数値（旧幼稚園と旧保育園の合算値） 

（ ）は会計年度任用職員、外数 

○有の意味（配は、給食配膳室のみ） 

※1 保健室と職員室を共用して使用 
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令和 4 年 5 月 1 日現在 

校 舎 用 地 

区  分 校 舎 保 有 面 積 面 積 左の内 

借  地 総 数 鉄 筋 鉄 骨 木 造 総 数 建物敷地 屋外運動場 その他 

9,903 8,002 1,901 0 40,459 23,705 10,599 6,155  令和３年度 

9,903 8,002 1,901 0 40,459 23,705 10,599 6,155  令和４年度 

1,819 1,819 0   6,601 3,586 2,020 995  1 中  央 

771 771 0    2,084 486 800 798  2 垢  田 

714 703 11  2,644 714 998 932  3 王  喜 

1,076 0  1,076   2,801  1,302 745  754  4 菊  川 

1,124 1,124  0   4,870 2,953 1,000 917  5 西  市 

814  814  4,907 906 2,272 1,729  6 豊田下 

1,833  1,833    5,870  4,485  1,355  30  7 川  棚 

768 768          2,331 1,582 749   8 黒  井 

984  984     8,351  7,691 660    9 豊  北 
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(3)小学校 
      学

級

特
別
支
援
学
級 

児  童 
教

員
事務職員 

養護教諭 栄

養

教

諭

栄

養

士

校

務

技

士

調
理
員

学
校
給
食 

保有教室 

区  分 所  在  地 (養護士) 普 
 

通 
特 

 

別 

多 

目 

的 

     総数 男 女 県 市 県 市 

令和３年度   451 115 11,750 5,925 5,825 770 46  46  14 4 10(33) 50（25） 604 504 36 

令和４年度   436 120 11,557 5,870 5,687 758 45  44  13 5 10(32) 44（38） 587 497 43 

1 養 治 本町二丁目6-1 6 2 107 48 59 11 1  1    （1）  9  17    

2 文 関 上田中町一丁目14-1 17 4 485 246 239 27 1  1  1    （1） 2（2) 23 13    

3 名 陵 名池町10-1 11 4 262 124 138 25 1  1     （1）  15 15  

4 関 西 関西町12-1 4 2 34 20 14 8 1  1    （1） （2) 6 15    

5 桜 山 上新地町二丁目5-10 7 2 161 72 89 13 1  1    （1）  
 

9 20  

6 向 山 向山町14-1 11 4 293 155 138 18 1  1  1  （1） 2（1) 16 29    

7 生 野 幡生本町7-14 12 3 301 152 149 21 1  1    （1）   2（1)  16 10   

8 本 村 彦島本村町三丁目16-1 5 2 58 37 21 9 1  1    （1）  8 14   
9 
 

西 山 彦島迫町五丁目13-21 8 3 213 119 94 15 1  1    1  11 15    1 

10 江 浦 彦島江の浦町三丁目4-1 11 5 253 118 135 21 1  1   1 （1）  16 14   

11 角 倉 彦島角倉町三丁目5-5 6 3 174 93 81 13 1  1   1 1  9 26    

12 向 井 彦島向井町二丁目20-1 8 2 223 106 117 13 1  1    （1）  10 14   

13 小 月 小月西の台6-1 11 3 308 173 135 20 1  1    （1） 2（2) 15 11   

14 清 末 清末西町一丁目6-1 15 4 482 246 236 25 1  1  1  1    2（2) 22 6   

15 王 司 王司神田六丁目9-1 18 4 502 274 228 29 1  1    （1） 2（2) 22 7    

16 豊 浦 長府亀の甲二丁目2-1 29 5 897 432 465 47 2  2  1  1 3（3) 35 19   

17 勝 山 秋根上町二丁目2-1 25 6 793 389 404 41 1  1  1  1 3（2) 31 9   1 

18 川 中 伊倉本町19-1 22 7 673 344 329 38 2  1  1  1 3（2) 29 10    

19 安 岡 安岡町三丁目5-5 25 3 760 391 369 38 2  2   1 1 3（2) 28 10  

20 吉 見 吉見里町一丁目8-1 6 3 169 92 77 12 1  1    （1）    1（1) 9 10    2 

21 吉 母 大字吉母字塩谷287 2 0 7 2 5 3 1  0    （1）  2 8    

22 蓋 井 大字蓋井島字田町126-2 2 0 6 4 2 3   1     （1） 2 3  

23 吉 田 大字吉田字高田1044-2 4 1 41 23 18 7 1  1    （1） 1（1) 7 5  

24 王 喜 王喜本町二丁目12-30 6 4 160 95 65 14 1  1    （1） 2  10 6 2 

25 内 日 大字内日下字坂本1031 2 0 11 4 7 4   1    （1）  2 13    3 

26 山 の 田 山の田中央町13-1 20 3 592 286 306 32 1  1   1 1 2（2) 23 14  

27 川 中 西 古屋町二丁目9-1 14 5 405 200 205 25 1  1  1  （1） 2（2) 21 10  

28 垢 田 新垢田西町一丁目1-1 10 4 242 133 109 19 2  1    （1）  2（1) 16 18    4 
 

29 長 府 長府松小田北町14-1 15 4 451 243 208 24 1  1  1  （1） 2（2) 22 20    

30 一 の 宮 一の宮住吉一丁目8-1 17 6 449 226 223 28 1  1  1  １ 2（2) 22 6 8 

31 熊 野 熊野西町10-1 23 5 752 378 374 39 2  2  1  １ 3（2) 28 8 8 

32 豊 東 菊川町大字上大野字上ノ原10020-1 7 2 196 103 93 12 1  1   1 （1） 2  11 9 4 

33 岡 枝 菊川町大字吉賀字金蔵寺2494 6 2 133 68 65 11 1  1    （1） 1（1) 8 8    

34 楢 崎 菊川町大字楢崎字殿屋敷215 4 1 39 20 19 7 1  1    （1） （2) 6 9   

35 西 市 豊田町大字矢田字今熊132 6 2 108 49 59 12 1  1  1  （1）  8 10 2 

36 豊 田 下 豊田町大字手洗字貴布称303 4 1 38 16 22 7 1  1    （1）  8 5   

37 室 津 豊浦町大字室津下字新田152-1 4 0 28 14 14 6 1  1    （1）  7 6 2 

38 誠 意 豊浦町大字黒井字才舛2200 6 2 161 70 91 15 1  1  1  （1）  10 18   

39 川 棚 豊浦町大字川棚字後楽3650-1 12 2 354 171 183 19 1  1  1  （1）  14 9 4 

40 小 串 豊浦町大字小串字谷田ヶ浴617 4 2 32 23 9 8 1  1    （1）  7 9     

41 宇 賀 豊浦町大字宇賀字ふけ 4961 4 1 29 14 15 7 1  1    （1）  5 11 2 

42 豊 北 豊北町大字滝部字常安1200 7 2 175 97 78 12 1  1    （1）  9 8   

（ ）は会計年度任用職員、外数 

○有の意味（配は、給食配膳室のみ） 
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保

健

室 

給

食

室 

水
泳
プ
ー
ル 

校              舎              等 用                   地     

校舎保有面積 屋内運動場保有面積 面             積 左の内 区  分 

総数 鉄筋 鉄骨 木造 総数 鉄筋 鉄骨 総数 建物敷地 屋外運動場 その他 借 地    

43 43 40 187,894 179,393 7,482 1,019 37,960 8,456 29,504 828,782 349,125 385,279 114,566 30,583 令和３年度 

42 42 39 184,248 175,871 7,368 1,000 37,231 7,727 29,504 813,744 344,588 379,655 109,689 30,583 令和４年度 

○ 配 ○ 4,593 4,456 137  809  809 10,589 5,131 4,607 851  1 養 治 

○ ○ ○ 6,392 6,294 7 91 968  968 18,679 7,752 6,646 4,281  2 文 関 

○ 配 ○ 3,748 2,961 787  887  887 15,336 6,945 6,518 1,873  3 名 陵 

○ ○ ○ 3,950 3,787 163  965  965 20,947 9,009 7,855 4,083  4 関 西 

○ 配 ○ 4,891 4,773 118  785  785 11,647 4,494 4,768 2,385  5 桜 山 

○ ○ ○ 8,249 8,104 145  936  936 20.208 9,260 7,438 3,510  6 向 山 

○ ○ ○ 4,355 4,305 50  928  928 14,271 5,449 7,184 1,638  7 生 野 

○ 配 ○ 4,685 4,370 265 50 806  806 14,537 6,463 5,298 2,776  8 本 村 

○ 配 ○ 4,946 4,738 208  879  879 25,481 12,731 11,603 1,147 20,832 9 西 山 

○ 配 ○ 4,783 4,638 145  918  918 18,047 10,018 7,825 204  10 江 浦 

○ 配 ○ 6,030 5,761 269  1,046 24 1,022 18,385 7,420 8,843 2,122  11 角 倉 

○ 配 ○ 5,029 4,823 206  890  890 31,930 13,116 14,583 4,231  12 向 井 

○ ○ ○ 3,778 3,659 119  1,156 1,156  26,279 8,618 9,058 8,603  13 小 月 

○ ○ ○ 4,481 4,216 92 173 814  814 19,686 9,033 9,315 1,338  14 清 末 

○ ○ ○ 4,499 4,258 241  981 981  18,538 7,553 9,731 1,254  15 王 司 

○ ○ ○ 8,772 8,606 157  1,404  1,404 29,261 20,743 8,518   16 豊 浦 

○ ○ ○ 5,658 5,574 84  1,123  1,123 29,844 10,369 12,931 6,544  17 勝 山 

○ ○ ○ 6,540 5,400 1,140  1,181  1,181 24,071 9,501 12,762 1,808  18 川 中 

○ ○ ○ 6,978 5,988 990  1,189  1,189 20,760 8,921 9,906 1,933 9，547 19 安 岡 

○ ○ ○ 3,971 3,901 70  980  980 24,810 8,164 12,319 4,327  20 吉 見 

○ 配 ○ 1,961 1,843 118  868  868 11,517 5,349 6,168   21 吉 母 

○ ○ ○ 322  322  761  761 8,637 1,571 4,902 2,164  22 蓋 井 

○ ○ ○ 1,924 1,820 33 71 868  868 15,285 4,653 10,632   23 吉 田 

○ ○ ○ 2,782 2,741 41  906 906  17,861 7,386 8,739 1,736  24 王 喜 

○ ○ ○ 2,233 2,188 45  881  881 13,323 6,657 6,018 648  25 内 日 

○ ○ ○ 5,772 5,697 75  811  811 17,902 6,946 8,798 2,158  26 山 の 田 

○ ○ ○ 5,313 5,165 148  788  788 17,018 6,005 9,822 1,191  27 川 中 西 

○ ○ ○ 6,319 6,248 71  1,011  1,011 27,104 9,928 12,728 4,448  28 垢 田 

○ ○ ○ 7,335 7,250 85  1,131  1,131 30,014 10,878 10,932 8,204  29 長 府 

○ ○ ○ 5,900 5,900   1,018  1,018 32,475 11,110 12,200 9,165 204 30 一 の 宮 

○ ○ ○ 6,051 5,990 61  1,015 1,015  31,042 11,935 11,740 7,367  31 熊 野 

○ ○ ○ 3,351 2,712 620 19 648  648 21,195 10,336 8,863 1,996  32 豊 東 

○ ○ ○ 2,799 2,769 30  544  544 17,131 5,916 6,546 4,669  33 岡 枝 

○ ○ ○ 2,011 1,686 69 256 525  525 19,664 5,730 8,699 5,235  34 楢 崎 

○ 配 ○ 3,076 3,037 3 36 694  694 14,331 7,680 6,008 643  35 西 市 

○ 配 ○ 1,696 1,665  31 680 680  15,966 7,153 8,813   36 豊 田 下 

○ 配  2,087 2,037  50 785 785  19,699 8,380 11,319   37 室 津 

○ 配  4,062 3,972 75 15 561  561 16,216 4,685 11,375 156  38 誠 意 

○ 配 ○ 4,169 3,945 116 108 911  911 22,290 9,993 12,297   39 川 棚 

○ 配  3,144 3,098 13 33 607 607  14,632 7,809 5,835 988  40 小 串 

○ ○ ○ 2,542 2,480  62 779 779  11,772 4,773 6,269 730  41 宇 賀 

○ 配 ○ 3,071 3,016 50 5 794 794  25,552 9,025 13,244 3,283  42 豊   北 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月 1 日現在 
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 (4)中学校 

（ ）は会計年度任用職員、外数 

○有の意味（配は、給食配膳室のみ） 

 

(5)高等学校 

 下関商業高等学校（下関市後田町四丁目 11-1） 

区 分 生徒 学級 

保有教室 保

健

室 

食

堂 

水
泳
プ
ー
ル 

校 

普
通 

特
別 

校舎保有面積 

総数 鉄筋 鉄骨 木造 

令和３年度 476(2) 15(1) 24 11 1   1 1 12,840 12,641 93 106 

令和４年度 473 15 24 11 1   1 1 12,840 12,641 93 106 

（ ）は定時制、外数 

 

      
学

級

特
別
支
援
学
級

生   徒 

教

員 事務職員 
養護教諭 

栄

養

教

諭

栄

養

士

校

務

技

士

学
校
給
食
調
理
員

保有教室 

区  分 所  在  地 (養護士) 
普

通

特

別

多

目

的
     総数 男 女 県 市 県 市 

令和３年度  198 54 5,910 3,075 2,835 459 27  22  6 1 10(12) 14(7) 283 446 20 

令和４年度  194 55 5,815 3,038 2,777 443 27  22  6 1 9(13) 14(7) 263 459 23 

1 日 新 上田中町一丁目15-1 10 2 298 149 149 25 1  1     （1)  12 27   

2 向 洋 向洋町一丁目14-1 6 2 138 69 69 16 1  1     1  9 23   

3 文 洋 上新地町五丁目6-1 7 2 128 79 49 18 1  1     1  9 39   

4 名 陵 丸山町一丁目13-3 4 2 112 65 47 14 1  1     1  10 16 1 

5 東 部 清末陣屋5-10 17 4 568 290 278 35 1  1  1   （1) 2（2) 22 22   

6 長 府 長府逢坂町3-1 13 3 449 233 216 27 1  1  1  1 2（1) 16 20  

7 勝 山 秋根上町二丁目5-1 17 4 575 324 251 36 2  1  1  1  3（1) 21 15 2 

8 川 中 伊倉新町四丁目6-1 20 5 686 342 344 42 5  2  1 1 （1)  23 55   

9 安 岡 安岡町四丁目2-1 12 3 380 199 181 27 1  1  1  1 2（1) 18 16 2 

10 吉 見 永田本町一丁目3-10 3 0 78 48 30 8 1  1     1  1（1) 3 12 3 

11 彦 島 彦島江の浦町二丁目25-1 12 4 389 188 201 29 1  1     1  16 25   

12 玄 洋 彦島本村町二丁目8-1 6 1 133 66 67 14 1  1     （1)  8 27  

13 木 屋 川 木屋川南町二丁目660 4 3 97 46 51 12 1  1     （1)  1 9 10   

14 内 日 大字内日下字福寿庵1196-2 3 1 12 4 8 8 1       （1)  4 7 1 

15 山 の 田 山の田本町8-1 14 4 430 228 202 30 1  1     1  18 20   

16 垢 田 大字垢田字笹原1127-6 12 2 358 191 167 23 1  1     （1)  14 24   

17 長 成 長府日の出町4-1 6 3 212 112 100 16 1  1     （1)  9 20 4 

18 菊 川 菊川町大字下岡枝字上室屋1-2 7 2 200 102 98 15 1  1     （1)  3（1) 9 15   

19 豊 田 豊田町大字矢田字鎮守434 3 2 90 50 40 10 1  1     （1)  7 12   

20 豊 洋 豊浦町大字黒井字馬神10724-1 5 2 120 65 55 12 1  1     （1)  7 13  1 

21 夢 が 丘 豊浦町大字小串字夢が丘10145 8 2 249 125 124 15 1  1     （1)  12 15 4 

22 豊 北 豊北町大字滝部字幸神1244-36 5 2 113 63 50 11 1  1  1  （1)  7 26 5 
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保

健

室

給

食

室

水

泳

プ

ー

ル

武

道

場

校舎等 用地     

校舎保有面積 屋内運動場保有面積 面積 左の内 

借 地 

区  分 

総数 鉄筋 鉄骨 木造 総数 鉄筋 鉄骨 総数 建物敷地 屋外運動場 その他     

22 22 20 17 126,510 120,835 5,604 71 22,341 9,424 12,917 782,933 243,848 277,554 261,531 20,146 令和３年度 

22 22 20 17 126,510 120,835 5,604 71 22,341 9,424 12,917 782,933 243,848 277,554 261,531 20,146 令和４年度 

○ 配 ○ ○ 6,683 6,368 315  812 812  33,695 8,355 7,957 17,383  1 日 新 

○ 配 ○ ○ 5,771 5,376 395  1,192 1,192  30,529 13,250 12,340 4,939 17,258 2 向 洋 

○ 配 ○ ○ 7,450 6,925 525  749 749  25,490 12,248 7,803 5,439 2,888 3 文 洋 

○ 配 ○ ○ 5,038 4,946 92  758 758  16,391 7,299 8,016 1,076  4 名 陵 

○ ○ ○ ○ 6,299 6,194 105  819 819  73,459 12,331 13,118 48,010  5 東 部 

○ ○ ○ ○ 6,843 6,315 528  1,026  1,026 57,236 12,519 15,171 29,546  6 長 府 

○ ○ ○ ○ 6,858 6,806 52  961  961 29,899 11,510 10,694 7,695  7 勝 山 

○ 配 ○ ○ 12,131 12,131   2,299 133 2,166 33,753 19,553 14,200   8 川 中 

○ ○ ○ ○ 6,212 5,555 657  1,019  1,019 34,816 12,251 16,299 6,266  9 安 岡 

○ ○ ○ ○ 3,401 3,208 193  994  994 26,753 10,472 14,832 1,449  10 吉 見 

○ 配 ○ ○ 7,322 6,737 585  817 817  37,778 10,785 16,491 10,502  11 彦 島 

○ 配 ○ ○ 6,233 5,606 627  1,130  1,130 46,640 12,069 15,768 18,803  12 玄 洋 

○ ○ ○ ○ 3,097 3,002 95  602  602 20,743 7,157 10,435 3,151  13 木 屋 川 

○ 配 ○  1,928 1,864 64  776  776 12,611 5,750 6,541 320  14 内 日 

○ 配 ○ ○ 6,530 6,368 162  985  985 20,761 9,116 10,254 1,391  15 山 の 田 

○ 配 ○ ○ 6,464 6,022 442  1,234  1,234 33,053 12,000 15,000 6,053  16 垢 田 

○ 配 ○ ○ 5,549 5,491 58  1,178 1,178  35,095 8,864 15,910 10,321  17 長 成 

○ ○   3,234 2,664 543 27 1,426  1,426 26,465 11,341 15,124   18 菊 川 

○ 配 ○  2,919 2,813 62 44 1,123 1,123  25,538 11,437 13,859 242  19 豊 田 

○ 配 ○  3,441 3,337 104  676 78 598 19,928 6,302 9,997 3,629  20 豊 洋 

○ 配   5,580 5,580      23,423 5,611 11,500 6,312  21 夢 が 丘 

○ 配 ○ ○ 7,527 7,527   1,765 1,765  118,877 23,628 16,245 79,004  22 豊 北 

 

 

 

 

 

 舎          等 用                      地 

区 分 屋内運動場保有面積 面              積 左の内 

借 地 総数 鉄筋 総数 建物敷地 屋外運動場 その他 

5,579 5,579 38,517 9,605 25,917 2,995 0 令和 3 年度 

5,579 5,579 38,517 9,605 25,917 2,995 0 令和 4 年度 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月 1 日現在 

令和 4 年 5 月 1 日現在 




